
 

 
 
 
 

宇治市文化芸術振興基本計画の最終案について 
 
 
宇治市文化芸術振興基本計画（初案）について、市民の皆様からご意見を募集いた

しましたところ、下記のとおり、ご意見をいただきましたので、最終案と併せて報告

いたします。 
 
 
１ 意見募集等の結果について 
（１）意見募集期間 
令和３年１２月２４日（金）から令和４年１月２４日（月）まで 
 

（２）意見募集結果 
１）提出者数    ２７ 人 

２）意見数     ６４ 件（うち修正あり５件） 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３）意見等の内容とそれに対する本市の考え方         資料１ 

 
４）宇治市文化芸術振興基本計画 
最終案と初案（パブリックコメント時点）との比較     資料２ 

 
 
２ 宇治市文化芸術振興基本計画（最終案）について         資料３ 

令 和 ４ 年 ３ 月 ４ 日 

市 民 環 境 常 任 委 員 会 資 料 

産業地域振興部文化スポーツ課 

意見区分 件数 

① 文化芸術振興基本計画全般に関すること １４件 

② 「機会の充実」に関すること ６件 

③ 「交流の促進」に関すること ４件 

④ 「活動の促進」に関すること １９件 

⑤ 「担い手・支え手育成」に関すること ６件 

⑥ 「情報発信」に関すること １０件 

⑦ その他 ５件 

計 ６４件 



№ 区分 ご意見 ご意見に対する宇治市の考え方 修正の有無

1 全般

　宇治市文化芸術振興基本計画（初案）では、文化における目指す
姿が明確に示されており、また、計画の施策体系の5つの取り組む柱
により文化芸術の振興をどのように実現していくのかを理解すること
が出来ました。
　市民アンケート結果からも、暮らしを豊かにするうえで、8割近く
の方々が文化芸術は必要であると回答されていることからも、この計
画に示される様に文化芸術の振興を進めていただきたいと思いま
す。

修正なし

2 全般

　文化というと伝統や歴史をイメージします。特に宇治市には多くの
歴史や伝統がありますが、それらを守り、つなげていくことに加え
て、これから生まれる新たな文化を育てる取組にも注力していただけ
ればと思いました。文化の継承と発展、更なる文化の誕生を期待し
ます。

修正なし

3 全般

　宇治市文化芸術振興基本計画（初案）は、ありたい姿の指針として
はこれで良いと思うが、総花的なお題目にならないよう、具体的な実
施計画にどう落とし込むかが肝要、「器より中身が大事」で、市民
が知りたいのは今後12年の期間においてフェーズごとに具体的な取
り組み内容と実施時期を含めた計画であり、本来は中期計画を策定
するためのパブリックコメントを求めるのが適切と考える。

修正なし

4 全般

　全体に感じたのは似たような文言が多く、内容も重複していると思
います。方向性などは確かに「出来れば良いな」と思わせるが、実
現させるのに必要な人・物・金への道筋も見えてきません。
総論としては良いと思いますが、今、宇治市が置かれている財政・人
口はじめ様々な困難な状況の中で実現させていくためには、常でな
い努力が求められると思います。

修正なし

意見等の内容とそれに対する本市の考え方

　宇治市には世界文化遺産をはじめとする文化財や歴史、市
民の皆さまによってつむがれてきた市民文化芸術活動など多
くの財産があります。
　その財産を次世代へと継承し、また発展させていくため、
本計画を策定しています。
　各種施策を計画的に進めていくことで、文化芸術を振興
し、ひいては本計画の目指す姿「文化芸術がつむぐ　ひと・
まち・みらい」の実現に向け、努めてまいります。
　文化芸術の振興にあたっては、宇治市だけでなく市民、文
化芸術団体、事業者等と連携しながら、取り組みを進めてま
いります。

資料１
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№ 区分 ご意見 ご意見に対する宇治市の考え方 修正の有無

修正なし

5 全般

　計画の骨子をお示しいただきたいと申し上げていたところ、12月
になって初案が発表となり、行政が1年の歳月と行政力を費やして策
定する「基本計画」というものは、このような曖昧模糊としたもの
であったのかと、愕然といたしました。
　これは計画ではなく、条例の理念理想を説明し直しただけの努力
目標にすぎません。来年度２０２２年度から、行政は振興のために何
をどう行うのか、何をどう改善するのか、を示した具体的な行動計
画を期待していましたので、失望いたしました。
　以前から申し上げた文化環境の整備に関する改善案や協働体制への
提案・要望意見は、まったく的外れで、意味のないものでした。これ
は、理想的な文化行政・振興行政の姿を、文章で示したものにすぎ
ません。振興する、推進する、協働する、努力する、とは書いてあり
ますが、誰がどんな方法で、いつまでに何をするのか、その具体的な
振興方策が計画されていません。行政の作る基本計画とは、このよう
な曖昧なものだとは知りませんでした。今後１０年間をかけて、振興
への努力を続けるという、のんびりとした計画なのでしょうか。
　私たちは、来年度の活動や市民絵画展の開催準備に取り組もうと
しているのであって、行政には早急な文化環境の整備と官民協働によ
る振興活動の発動を要望しています。私たち高齢者のボランティア意
欲があるうちに、官民協働による振興体制を整え、宇治市の文化芸
術活動を活性化し、文化芸術活動の盛んなまちづくりを完成させ、
若い世代が文化芸術活動の盛んな宇治市で心豊かに育つ社会教育環
境を完成させませんか。
　具体的な振興活動の計画は、いつになったら出来上がるのでしょ
うか。来年度の振興施策は、計画されていますか。

　本計画は、アンケート、ワークショップなどにより市民の
皆さまのご意見を伺いながら、計画の策定に取組んできたと
ころでございます。引き続き、市民・関係団体・事業者の皆
さまとともに、宇治市の文化芸術の振興を計画的に進めてま
いります。
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№ 区分 ご意見 ご意見に対する宇治市の考え方 修正の有無

6 全般

　高齢者アカデミー（京文教大）、鳳凰大学で、宇治市について知
見を多く学べました。今般の文化芸術振興基本計画を拝見し、より
充実した内容を希望します。
　前段の社会情勢の中で（３）文化芸術基本法の存在を知るが、記
述中の各種関連分野との有機的な連帯がある。それぞれがどのように
個別分類した上で、関わり合いが具体的に紐づけを明記する文面が
欲しい。文化芸術とはどのようなものか明確にして、そこに宇治市が
どのように組み込まれているのか、歴史的で現代社会をも視野に入れ
た内容に構築してほしい。

　文化芸術は幅広く、様々なものに関連しますことから、関
連分野等とも連携を図っていきます。それぞれの関連分野と
の関わり方等を個別分類するのではなく、あらゆるもの・こ
とが文化芸術に関わり合いがあると考え、現在の表記とさせ
ていただいています。

修正なし

7 全般
　文化芸術の範囲を5ページで示されていますが、スポーツも文化に
入らないのでしょうか。同じ課で取り組みをされているので広義の意
味で、何か大きなイベント等できればと思いました。

修正なし

8 全般

　本市の文化芸術を進めるについては、今以上に幅広い視点をお願
いできたらと思います。
そして是非、宇治市の文化芸術活動が更なる発展に繋がるように進め
ていただきますようお願い申し上げます。

修正なし

　文化芸術の範囲は、文化芸術基本法に定められている文化
芸術等とさせていただいております。文化芸術の要素がある
部分につきましては、本計画の対象となります。例えば、ス
タンプラリー等もスポーツと文化が連携した取り組みの一つ
であると考えおり、今後も様々な分野が連携した取り組みに
ついて検討してまいります。
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№ 区分 ご意見 ご意見に対する宇治市の考え方 修正の有無

9 全般

　第2章　これまでの取り組みと課題が記述されているが、前段の社
会情勢文面から、地元について記載された文面に移ると陳腐的すぎ
る。歴史的背景文は不要、細かい内容は不要でポイントを明記す
る。宇治市が保有するものと文化芸術との相互関係を格式ある文面
にして頂きたい。

　宇治市には、宇治川を背景としたさまざまな文化財があ
り、それにかかわる歴史も多くあり、全てを記載することは
難しいことから、代表的な「源氏物語」や「お茶」等を例示
的に記載しています。

修正なし

10 全般

　宇治市の文化芸術発展のためにこのような基本計画を策定いてい
ただいていることに感謝申し上げます。
　中身を拝見いたしますとよく考察されていると思いますが、気にな
る点として、歴史ある本市の文化芸術活動の基礎理念の前提として源
氏物語、平等院、宇治上神社が注視されているように感じます。
　しかし本市には、黄檗山万福寺や三室戸寺など他にも誇れる文化
遺産が数多く見受けられるにも関わらず、注視されていないのでない
かと思います。
　黄檗山万福寺においては、隠元禅師の存在がありますが、隠元禅
師などは日本に茶の文化を根付かせたことは宇治市として特筆に値す
ると思います。そして、煎茶は、現在の宇治市にとっても意義あるも
のですが、この煎茶文化を宇治市の名の下に日本に広めたのも隠元
禅師があってのことだと思います。

修正あり　市民の身近にある文化芸術にかかわる歴史的な背景も必要
であると考え、「黄檗僧隠元禅師が渡来し、インゲン豆、明
朝体、普茶料理等が伝えられたと言われています。」を追記
します。
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№ 区分 ご意見 ご意見に対する宇治市の考え方 修正の有無

11 全般

　中高校生でも理解しやすいシンプルな計画になっていると思いま
す。
大人はもちろん、中高校生など若い世代への計画の周知も必要では
ないでしょうか。

記載あり

12 全般

　市の文化芸術に係る大きな方向性は理解しやすく記述されていると
思う。策定されれば、活動団体等はもちろん若者層への周知の取組
みもお願いしたい。

記載あり

13 全般

　計画の実行を監視する委員会を作るのではなく、具体的な振興活
動を協議する官民による文化会議の開設をお願いしたい。

記載あり

14 全般

　文化芸術の範囲は広いため、定期的なアンケートや活動者へのヒ
アリングを実施等により活動者の状況を十分把握したうえで、計画を
推進していただきたい。

記載あり

　文化芸術振興基本計画の計画の推進　「計画や取り組みの
周知」において、「計画を含め、宇治市の文化芸術の振興に
ついて、文化芸術活動の担い手である市民・文化芸術団体等
に広く周知を図るため、広報紙やホームページ、SNS等の媒
体や各種事業を通じて、情報発信を行います。」と位置付け
ております。
　計画や宇治市の取り組みにつきまして、文化芸術団体をは
じめ、各世代の市民への効果的な情報発信に努めてまいりま
す。
　文化芸術振興基本計画の計画の推進　「市民等による進行
管理」において、「様々な見地から検討を行うため、（仮
称）文化芸術推進委員会（以下「委員会」という）を設置し
ます。委員会は学識経験者、文化芸術関係団体の構成員、文
化芸術活動をしている市民等で構成され、計画の推進に関す
ることのほか、文化芸術の振興に係る事項について情報交換
や協議等を行います。委員会を定期的に開催し、各取り組み
の進捗確認や評価を実施します。」と位置付けております。
（仮称）文化芸術推進委員会は、本計画の推進だけでなく、
市民の文化芸術活動を発展させていくことも目的としていま
す。
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№ 区分 ご意見 ご意見に対する宇治市の考え方 修正の有無

15
機会の充
実

　施設展開の取り組む柱１機会の充実で文化芸術の２つの面の内
「日常感」あふれるまちづくりについて、幾つか意見があります。
　宇治地区が「宇治の文化的景観」として都市の文化的景観の第1号
に選定されましたが、宇治地区だけに止まらず、市内どこでも
「やっぱり宇治やなあ」という景観を作ってほしいと思います。資料
の高校生への聞き取り調査で宇治市の魅力について「都会すぎず、
田舎すぎない」という意見が載っていました。街中なのにどこの小学
校区にも近くに茶畑（市民茶園）があり、５月になると小学生が茶
摘みをする風景がある。どんどん減っている茶畑を、市が復活させて
ほしいです。

　宇治の文化的景観は、山紫水明の宇治川景観を骨格に平安
時代以来の歴史や文化が豊かに積み重なり宇治茶の伝統的生
業が息づく景観地として、宇治地区が国の重要文化的景観に
選定されています。現在、宇治の文化的景観を保全するため
に宇治地区の景観を構成する重要な建物への修理補助などの
取り組みを行っているところです。引き続き、宇治市らしい
文化的景観の保全に取り組んでまいります。
　なお、いただいたご意見は、関係課と共有し、宇治市にこ
れまでからある、自然環境や歴史、文化などを継承、発展さ
せながら、将来を見据えたまちづくりの中で、参考とさせて
いただきます。

修正なし

16
機会の充
実

　スポーツ関係では、ふれあいの場や講習会、体験（初心者）の場
が、体振などを通じて案内がありますが、文化関係のそういった場
があれば、又、輪が広がり、つながっていく！広まっていくので
は・・・
　誰もが気軽にふれあえる集えるそういった場も多くあることが望
ましいと思います。

　宇治市ではイベントの開催等を通じて、市内の関係団体等
との情報交換や連携も図ってきたところです。
　今後も、イベントの開催や関係団体との連携を取りなが
ら、文化芸術の振興を図ってまいります。

修正なし
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№ 区分 ご意見 ご意見に対する宇治市の考え方 修正の有無

17
機会の充
実

【第4章　取り組む柱1】
　有名なアーティストの公演とは違い、地元の文化芸術団体単体の
イベントでは正直足は向かない（こどもがいれば、尚更ふらっと足を
運ぶのは難しい）です。
　桜まつりや社寺のライトアップイベント等に相乗りする形で、商店
街（ひいては、まち）全体を使って路上でのパフォーマンスや出展
等されていれば、出かけるついでに文化芸術に触れることができるの
でハードルが低く、気楽です。Ex.　高槻 ジャズストリート

記載あり

18
機会の充
実

　親子で参加できる文化芸術イベント 記載あり

19
機会の充
実

　文化センターの入場料無料の吹奏楽イベントを鑑賞させてもらっ
たことがあります。ロビーコンサートなどもされていますが、さらに
敷居を下げて、駅前広場などで演奏する機会・鑑賞する機会が日常に
あふれていれば良いなと思います。河原で吹奏楽の練習をしているの
がたまたま通りすがりに目についたというような、練習程度でも可
能なスペースが近所にあれば、する・ふれる機会が増えるのではな
いかと思います。そのとなりにまた絵描きがきて、というような文
化・芸術の良い連鎖が生まれたら良いなと。もちろん近隣との関係
（騒音やたむろ等の問題）、調整などが大変らしいことは承知してい
ます。　日常に、自然にふれる機会があることを望みます。 

　日常や身近な施設等で文化芸術に触れる機会を創出するの
は、重要な施策の一つであると考えます。
　文化芸術が少しでも身近に感じていただけるよう、関係団
体等と協働しながら取り組んでまいります。

修正なし

20
機会の充
実

　文化センターでの有名人のイベントを希望します。
　各事業の具体的な取り組みに関しては、関係団体と連携し
て取り組んでまいります。

修正なし

　文化芸術振興基本計画の文化芸術の施策展開　取り組む柱
１『機会の充実』において、「親子向け事業やバリアフリー
事業等を通じて、子ども、子育て世代、高齢者等の年齢、さ
らには性別や障害の有無に関わらず、誰もが文化芸術に親し
みを持つことができるよう鑑賞する機会の提供に取り組みま
す。」と位置付けています。
　各種施策等を計画的に取り組み、誰もが文化芸術に触れる
ことができ、文化芸術のすそ野を広げることを目指してまい
ります。
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№ 区分 ご意見 ご意見に対する宇治市の考え方 修正の有無

21
交流の促
進

【第4章　取り組む柱2】
　山口周氏の著書で「絵画を見ることで観察力が向上する」という
趣旨の記載がありましたし、STEAM教育の中でも、「創造性」を育
むために芸術鑑賞でアートに触れることが重要とされています。とは
いえ、やはり文化芸術に関する素養が乏しいのでどうしてもハードル
が高く感じます。なので、国立美術館にあるようなアートカードを
使って、親子や友人と対象作品を見て「どう感じるか」について一
緒に、気楽に、意見交換できるような機会があれば嬉しいですし、
ひいては批評をせずに意見交換をできる素地が宇治市に広がっていけ
ばいいなと感じます。

　文化芸術の振興にあたっては、活動者や鑑賞者などの交流
により、文化芸術のすそ野を広げていくことも重要であるこ
とから、文化芸術振興基本計画の文化芸術の施策展開　取り
組む柱２『交流の促進』の「文化芸術活動者の世代を越えた
交流の促進」に「活動者や鑑賞者等が、文化芸術を通した交
流を行えるような機会を創出することで、市民が文化芸術に
親しめるよう取り組みます。」を追記します。

修正あり

22
交流の促
進

　若者と高齢者の世代間の交流をいかに図るかが文化芸術の振興の
カギであると思う。

　文化芸術振興基本計画の文化芸術の施策展開　取り組む柱
２『交流の促進』において、「世代や地域を越えた広域的な
文化芸術活動者間の交流や活動をしている人と活動をしてい
ない人の交流により、新たな文化芸術活動や活動者が増える
よう様々な取り組みを促進します。」と位置付ています。
　世代間交流は担い手・支え手育成の観点からも重要である
と考えておりますので、計画的に取り組んでまいります。

記載あり
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修正なし

23
交流の促
進

　宇治市文化芸術振興条例が施行されるに当り、文化芸術と言って
も多岐に渡っている為に、「文化芸術がつむぐ　ひと・まち・みら
い」を目指すとあっても中々ゴールが見えません。
　基本計画初版のアンケート調査に、過去三年に参加した文化芸術
に関わる１～３位の分野を見ると、殆どが宇治市のコミセンや公民
館で活動されている団体の活動に見えます。一方、宇治市民文化芸術
祭の内容もほぼ同じ分野で構成されています。
　そのことから、コミセンや公民館で活動されている団体を文化芸術
祭に参加してもらえれば、コミセンまつりや公民館まつりの様な、賑
わいや気楽さを文化芸術祭に持ち込めるのではと考えます。コミセ
ンや公民館の団体にお願いして、毎年１～２団体でいいから文化芸術
祭に参加してもらえれば、文化芸術祭が祭りの様な、誰でもが気軽に
参加でき、また見学出来る雰囲気を作ることができるのではないか
と考えます。芸術文化協会が文化祭の事務局を担当しています。また
コロナウイルス感染拡大により、ここ２年間開催が出来ていません
が、再会に当たっては魅力ある文化祭にする為に何をすれば良いか
を、実行委員会と一緒に検討をしているところです。
　コミセンや公民館の協力が得られ、文化芸術祭の参加団体が増えて
ゆけば、振興条例が浸透して、活性化が図れる様に思います。（中央
公民館からは多数参加をいただいています）

　各事業の具体的な取り組みに関しては、関係団体と連携し
て取り組んでまいります。
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修正なし

24
交流の促
進

　市民からの意見聴取はこれまでとして、後は行政ファーストな振興
努力を行おうとするなら、協働を謳った条例に反しています。活動主
体の市民や、民間の振興団体の声を常に聴く姿勢を持ってくださ
い。実行可能な振興策を、双方の事情を理解した上で編み出してゆき
たいと思います。
　初案のどこをどう直せばいいのでしょうか。書かれている方針は、
どれも理想的なものですが、具体的な行動計画にはなっていません
ね。どう頑張っても、大まかな方針や努力目標しか書けないという
なら、このまま基本計画の完成としていただくしかありませんが、早
急に具体的な協働方法と振興策を計画して、お示しいただきたいと思
います。そうでなければ、協力・協働のしようがありません。
　私たちは市の文化芸術振興行政に歩調を合わせ、協力・協働して、
地域の文化芸術の振興のために、市民展のある宇治市を守り、美術
活動の活性化に努め、市民に文化芸術に触れる機会を提供し、参画
する機会を提供して、文化芸術活動に親しむ市民を増やしてゆきたい
と考えています。官民が協働すれば、もっと大きな振興力になると思
います。
　私たちと協議・協力・協働することなく、行政ファーストで、の
らりくらりと振興行政らしきことをしてゆかれるのであれば、もう行
政に期待するものは何もありません。私たちはこれまで通り、劣悪な
文化環境の中、与えられた施設とサービスを使わせてもらいなが
ら、地域と市民のために、独自の振興活動を行うのみです。

　本計画は、アンケート、ワークショップなどにより市民の
皆さまのご意見を伺いながら、策定に取組んできたところで
す。引き続き、市民・関係団体・事業者の皆さまとともに、
宇治市の文化芸術の振興を計画的に進めてまいります。
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25
活動の促
進

　17ページに2カ所「文化会館」の表記があるが、「文化センター」
の方が適切ではないか。

　市民に親しみをもっていただいている名称である「宇治市
文化センター」に修正させていただきます。

修正あり

26
活動の促
進

　文化、芸術活動の場である、生涯学習センター、文化センター、
各公民館、コミセンの現状と調査と市の活用する方向性など施設問
題も検討事項になるのではないか。

記載あり

27
活動の促
進

　文化芸術は、「自主性」・「創造性」が尊重されるべきもの。そ
の観点からは、市は市民等が活動しやすいように、その環境整備、具
体的には、活動の「場」(ソフト・ハード)、情報提供、活動者等の交
流の促進などに注力すべきと考える。

記載あり

　文化芸術振興基本計画の文化芸術の施策展開　取り組む柱
３『活動の促進』において、「文化芸術に親しむための文化
施設の利便性の向上及び利用しやすい環境の整備に努めると
ともに、民間施設やその他の施設等の情報を発信し、活動の
活性化を図ります。」と位置付けております。
　なお、公共施設全般の在り方については、公共施設等総合
管理計画の中で、総合的に検討してまいります。
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28
活動の促
進

文化芸術活動を行う環境の整備（初案のP17）について
　宇治公民館閉館に伴って、活動拠点を中央公民館に移転したが、
中央公民館は登録サークルが多く練習会場の予約が従来に比べてス
ムーズに進められず、時には城陽市の会場も利用することもある。特
にコロナウイルス問題で会場定員の2分の1制限になれば、中央公民
館の展示集会室の予約がさらに厳しくなり、練習会場の確保が問題
になる。現況では市民の文化サークル活動に見合う公共施設のスペー
スの絶対数が不足しているのが実情であると思われる。最近、行政か
ら公民館やコミセンを多機能型施設にする方向性が示されているが、
そもそも器を増やさずに既存施設の看板だけを変えて利用者をさらに
増すことを目指した施策には無理があり、文化芸術活動の促進には
必ずしもつながらず、むしろ後退して行く懸念もある。現場の声をよ
く聴いて、市民の文化芸術活動を活性化するために活動スペースの
増大に向けた思い切った施策など環境の整備を行って頂きたい。
　①中宇治地区において解体した宇治公民館並みの施設の新設を。
　②小中学生の人口の減少（将来は3割減）に伴い小中学校の統廃合
が進められる動きであるが、小学校の音楽室や教室を市民サークル活
動に有効活用できるように発想の転換をして市民文化活動の活性化促
進を。
　③ 有料利用の文化会館や生涯学習センターなど公共施設の利用料
金が近隣他都市に比べて　高すぎる（＊）ので、もっと低料金で利用
できるように見直して頂きたい。　
　＊例えば、文化会館練習室2は備品（椅子・机）も有料で5000円程
度（30名利用の場合）のところ、同程度のスペースの城陽市・北部
コミュニティセンターは600円。

（再掲：№26・№27）
　文化芸術振興基本計画の文化芸術の施策展開　取り組む柱
３『活動の促進』において、「文化芸術に親しむための文化
施設の利便性の向上及び利用しやすい環境の整備に努めると
ともに、民間施設やその他の施設等の情報を発信し、活動の
活性化を図ります。」と位置付けております。
　なお、公共施設全般の在り方については、公共施設等総合
管理計画の中で、総合的に検討してまいります。

記載あり
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30
活動の促
進

　宇治市には発表するギャラリーがありません。文化活動の発表に参
加できる場が絶対に必要と考えます。

記載あり

29
活動の促
進

文化芸術活動を行う施設と時間
　公的施設(安価・制約有・少い)、民間施設(高価・少い)、自主施設
(狭い・制約・少い)
　◆広さや設備・時間帯など、活動の種類と対象者により、使える
施設に制約があり、マッチングが難しい。
　発表・開催の為には必ず練習場所・時間が日常的に必要だが、こ
れが大きなネックになっている。
　また近年は施設使用料も上昇傾向にあり、経済面の制約も大きく
なっている。
　※宇治市は公的施設を削減する長期計画を推進中だが、ここ数年
の宇治公民館やふれあいセンターの廃止に伴い、文化芸術活動をする
場が年々窮屈になっており、市民の参加意欲が益々削がれている。
　※宇治市では急速に進む児童生徒の減少に伴い、今後、学校の統
廃合が進められていくと思う。今でも多数存在する「空き教室」等を
有効活用し、大々的な文化芸術活動の拠点として利用するように提案
したい。
　既存の公民館等も含め、ボランティアの活用やネット予約化等で
経費を節減し、無料で長時間使えるようにする事で、若年層や仕事
に忙殺されやすい生活困窮者も利用でき、地域活性化の核にもなる
と思われる。

（再掲：№26・№27）
　文化芸術振興基本計画の文化芸術の施策展開　取り組む柱
３『活動の促進』において、「文化芸術に親しむための文化
施設の利便性の向上及び利用しやすい環境の整備に努めると
ともに、民間施設やその他の施設等の情報を発信し、活動の
活性化を図ります。」と位置付けております。
　なお、公共施設全般の在り方については、公共施設等総合
管理計画の中で、総合的に検討してまいります。

記載あり
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31
活動の促
進

　文化芸術活動を行う環境の整備において、「さらに、新型コロナ
ウイルス感染症の影響の中でも、活動が継続できるようインターネッ
トを用いた文化芸術活動に取り組みやすい環境の整備に努めま
す。」、とありますが、バーチャルの世界で繋がる・発信する・共
有することができる時代ですので、コストがかかる施設等の整備よ
りも、これからの新しく便利な技術を積極的に活用する環境整備に
こそ力を入れるべきではないでしょうか。そのため「さら
に・・・」ではなく、新しく便利な技術を積極的に活用する環境整
備が主となる文章に改めてはどうでしょうか。

　多様な文化芸術活動等がある中で、新しい技術だけでな
く、市民や活動団体が慣れ親しんだ既存技術の活用も重要で
あると考えております。新しい技術の活用も重要と考えてお
り、情報収集に努めながら、文化芸術活動の環境の整備に努
めてまいります。

修正なし

32
活動の促
進

展覧会場の新設
　美術家、美術愛好家にとって、宇治には芸術作品を発表するに相応
しい展示会場がないことは哀しく寂しくそして恥ずかしいことです。
「展示会場新設実現」が積年の悲願です。現状の中央公民館の多目
的ホールは、老朽化が進み、多目的であるだけに使い勝手が悪すぎ
ます。展示向けに使用者が行う会場作りも(市紹介のシルバー人材セ
ンターの人にも熟練者が減り、手伝い程度のことしかお願いでき
ず)、いつ事故が起こるかとハラハラしながらの作業の連続です。
　市は、宇治市文化芸術振興条例第3章第3条第2項に則り「誰もが文
化芸術の鑑賞体験が出来るよう環境の整備」を現実のものとしていた
だきたいと提言いたします。
　私たちも「責務」を果たしています。私たちは市民向けの美術講座
を開き、市民絵画展の主要業務を担い、公民館の市民の美術サークル
の人たちに指導講師を務め、咸陽と宇治市の友好行事にも貢献し
「条例３の３」に記載されている「責務」を果たしています。どうか
「宇治市」にも「宇治市文化芸術振興条例」記載の「市の責務」を
果たして下さることをお願いします。

　文化芸術振興基本計画の文化芸術の施策展開　取り組む柱
３『活動の促進』において、「文化芸術に親しむための文化
施設の利便性の向上及び利用しやすい環境の整備に努めると
ともに、民間施設やその他の施設等の情報を発信し、活動の
活性化を図ります。」と位置付けております。公共施設の利
便性の向上や民間施設等の情報発信により、多様な市民・文
化芸術団体の活動が出来るよう努めてまいります。
　いただいたご意見は、関係課や関係団体等と共有し、今後
の施策の参考とさせていただきます。

記載あり
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33
活動の促
進

　宇治ではスポーツや文学に対しての表彰はありますが、文化に対し
て貢献してくれた方への表彰がありません。それを検討するメンバー
を選んでそのような表彰を考えてほしい。

記載あり

34
活動の促
進

市の表彰制度について
　市がなされる表彰も悪いこととは思っていません。それは受ける側
にとって大きな励みとなり、文化芸術振興に寄与することでしょう。
しかし、表彰の対象となる芸術分野に偏りはありませんか？文芸分
野に偏っていませんか？
　市は市内に拠点を置く芸術活動はどれだけあり、どんな活動を行っ
ているかを十分掌握されていますか？それら総てに目配り心配りをし
た上での表彰となっていますか？
　紫式部文学賞受賞者は、既に他の文学賞を受賞した作家や既成作
家が続いています。私たち市民の中には、どうして宇治に縁もゆかり
もないそのような作家の表彰に我々の税金が使われているのか、とて
も納得できない、という人は多いです。宇治の芸術文化の奨励に繋
がっているとは思われません。
　さて、長年、「官民」協同で行われて参りました市民絵画展は
2019年、「民」主体となり、その存続が危ぶまれましたが、その危
機を乗り越え、今年50回目の大きな節目を迎えることとなりまし
た。昨年は、プロ、アマ、高齢者、年少者(前回は9歳の作者が話題に
なりました)を含む出品者132名、来場者900名以上の展覧会となり、
宇治市の大きな芸術イベントとして以前と変わらず、いや以前以上に
燦然と輝き続けています。これを支え開催し続けてこられた「宇治
市民絵画展実行委員会」は大いに賞賛されてしかるべきだと思料しま
す、よろしくお願いします。

記載あり

　文化芸術振興基本計画の文化芸術の施策展開　取り組む柱
３『活動の促進』において、「文化芸術活動の活性化のた
め、文化芸術活動に関する表彰の検討を進めます。」と位置
付けております。
　文化芸術に関する表彰については、活動の幅広さや多様な
ジャンルがあることから、対象や基準などについて、関係課
や関係団体と議論を重ねることが必要であると考えます。
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35
活動の促
進

　文化が進まないと人々の心がすさみ、きしみ音がしてきます。
　盛り上がるひとつの方法として、賞（市長賞等）を設けてはいかが
でしょう。

（再掲：№33・№34）
　文化芸術振興基本計画の文化芸術の施策展開　取り組む柱
３『活動の促進』において、「文化芸術活動の活性化のた
め、文化芸術活動に関する表彰の検討を進めます。」と位置
付けております。
　文化芸術に関する表彰については、活動の幅ひろさや多様
なジャンルがあることから、対象や基準などについて、関係
課や関係団体と議論を重ねることが必要であると考えます。

記載あり

36
活動の促
進

　市民文化芸術祭とその参加事業（市民絵画展、市民写真展、市民
いけばな展・・・）を、振興重点事業として格上げし、行政との共催
にしていただきたいという要望は実現するのでしょうか。これまで通
り、自主開催と責任開催を市民に強要するのでしょうか。各実行委
員会の活動や各種団体の活動を、地域の文化芸術振興に効果ありと
評価し、共に考え、共に力を出し合う協働の形にしていただけません
か。私たちは「市民の役割」を十分以上に果たし、振興のための地
域活動や市民展の存続に努めているのですから、行政は「市の責
務」としてこれを十分に支援し、協働することを考えて頂きたい。

（再掲：№24）
　本計画は、アンケート、ワークショップなどにより市民の
皆さまのご意見を伺いながら、策定に取組んできたところで
す。引き続き、市民・関係団体・事業者の皆さまとともに、
宇治市の文化芸術の振興を計画的に進めてまいります。

修正なし
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37
活動の促
進

　近年、財政難を理由に公民館の閉館や宇治市第九コンサート中止
など文化行政の後退感が否めない。将来にわたって宇治市の文化芸
術活動が財政難を理由に先細りにならぬよう、何故に財政難になっ
たかを施政者として分析して近隣の久御山町などを参考に喫緊の課題
である財政難解消に向けた中長期施策をダイナミックに講じて頂きた
い。宇治市文化芸術振興基本計画が将来展望ある具体的実施計画に
落とし込まれることを期待したい。

修正なし（再掲：№24）
　本計画は、アンケート、ワークショップなどにより市民の
皆さまのご意見を伺いながら、策定に取組んできたところで
す。引き続き、市民・関係団体・事業者の皆さまとともに、
宇治市の文化芸術の振興を計画的に進めてまいります。

38
活動の促
進

　市民の文化芸術活動　オーソドックスな絵画、写真、音楽、生け
花、手芸、ダンス、環境保全、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、各種文化講座等
　宇治市民文化芸術祭、公的施設での催し、各種団体の自主開催、
ｸﾞﾙｰﾌﾟ・個人の催し
　若者達は任天堂・京アニなどのゲームやアニメに関係した企画など
開催し、新分野として育ちつつある。
※発表(練習・準備)、鑑賞、体験、→　すそ野を広げ、次世代の担い
手を育成する必要
※相乗効果を呼ぶネットワークの強化　→　IT等の活用、コア機関の
設置?
◆市内各所での開催状況を知ることが難しい。
　SNSやフリー掲示板等で一元的に集約・発信できれば、活動者・
観覧者・行政ともにメリットが大きいはず

修正なし
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39
活動の促
進

　若者が参加しやすい（場所・費用等）・参加したくなる（内容）イ
ベントの開催
　地域で文化芸術活動されている方と気楽に接する機会
　地域で活動されているサークル・地域で開催されるイベント等の情
報が簡易に入手できること
　高校生・大学生の文化芸術を通じての交流の場
　文化センターでの取り組み
　　①広場・駐車場などを活用したフリマ・カフェなど
　　②アニメ・声優のイベント

（再掲：№23）
　各事業の具体的な取り組みに関しては、関係団体と連携し
て取り組んでまいります。

修正なし
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40
活動の促
進

宇治市の芸術文化振興に資する助成基金事業の継続
　宇治市文化事業の活性化のために「宇治市文化事業基金助成事
業」の継続を今後も是非お願いしたい。

記載あり

41
活動の促
進

　新しく組織が変更になることに際し、今迄の「市よりのご協力」
に感謝申し上げます。又、「アクティオ（株）様へのお願い」とさせ
て頂きます。
　宇治市バレエ協議会を中心に他の団体への協力として、ホール設備
費、スタッフ（（株）橋爪）様等に対しての支払い諸費等が、このコ
ロナ禍による社会状況の中で、現状のまま、変わりません事を、切
にお願い致します。
　今年も早くから、若者達も病気に負けず、舞台に向かって、早く
より、予定しております。出来ましたら、現状のまま（助成金等）又
は、他の方法で、若者達の舞台にご協力をお願いしたい次第です。

記載あり

42
活動の促
進

　文化センターのホールは文化スポーツ課の配下のようで、一本化
されないと機能が果たせないのではないかと思っています。

記載あり

43
活動の促
進

　現場の文化センターは坂道を上ることと中心から遠方で、不便で
活気がない。

記載あり

　文化芸術振興基本計画の文化芸術の施策展開　取り組む柱
３『活動の促進』において、「文化芸術に親しむための文化
施設の利便性の向上及び利用しやすい環境の整備に努める」
と位置付けています。
　文化センターについては、引き続き利用しやすい環境の整
備に努めてまいります。
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45
担い手・
支え手育
成

　担い手・支え手育成において、特に小学生・中学生時の体験や経
験が重要であり、学校での体験や経験を充実させることを推進する
ことが必要と思います。
　小中学校での教育・授業において、例えば演劇鑑賞や音楽実技に
積極的取り組み、文化芸術の担い手・支え手を育成するようにしては
どうでしょうか。そのために、学校教育現場との積極的な連携・支
援を具体的に明記してはどうでしょうか。

修正あり

修正あり

44
担い手・
支え手育
成

　「日常感」といえばまず食文化を私は思いうかべます。小学校に
はお茶飲み場がありますが、宇治らしく、もう少し美味しいお茶に
して、子ども時代に宇治茶の美味しさに慣れ親しめたらと思います。
登下校の安全の為に見守り隊の方が日々協力されていますが、「宇治
市学校お茶ボランティア」など募るのもどうでしょう？
　給食で茶だんごだけでなくお茶のスイーツを味わったり、宇治学で
どの子も中学卒業までに茶香服体験をする。マラソン大会の代わりに
宇治十帖スタンプラリー完歩会をする宇治の文化を日常的に味わっ
た子ども達こそ、次の文化芸術の担い手・支え手になってくれると思
います。都市計画、学校教育と深く連携していく文化を振興させてく
ださい。

　幼少期や思春期に文化芸術に触れる機会は大切だと考えて
おり、学校教育の中でも文化芸術は重要であることから、
「次世代への文化芸術の継承」に「次世代への継承にあたっ
ては、家庭などの身近な場や、小中学校を含む教育機関等と
連携する中で、鑑賞や体験をきっかけに、文化芸術に関心を
もってもらうことで、担い手の育成につなげます。」を追記
します。
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46
担い手・
支え手育
成

対象者　小～大学生、青年、壮年、高齢者、障がい者、生活困窮者
各種芸術団体の構成員、芸術ｸﾞﾙｰﾌﾟ、個人
◆どうしても活動者・観覧者の輪が広がり難い。特に古典的な芸術分
野ほど後継者難も目立つ。
　青壮年層は共働き化の激増で時間・金銭共に余裕がなくなりつつ
あり、参加者が増える見込みは無い。
　中高生も大学進学率が全国ﾄｯﾌﾟｸﾗｽの状況では一部を除いて同様。
大学生は文化芸術よりSNSで終始か…
　結局、益々増えていく高齢者が文芸活動の主体になるのではない
か?
　行政で詳細なアンケート調査を

　計画の策定にあたり、アンケートやワークショップ、関係
団体等への聞き取り等を通じて、市民の皆さまのご意見を
伺ってまいりました。引き続き、市民の皆さまのご意見を伺
いながら、計画推進に取り組んでまいります。

修正なし
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修正なし

47
担い手・
支え手育
成

　とても難しいことだとは思いますが、もし文化・芸術の振興を本
気で考えるなら、そのための大学の設立は必要不可欠ではないで
しょうか。文化・芸術は創造的でなければなりませんが、市民サーク
ル活動などは結局は形骸化した文化活動の模範に過ぎないので、そこ
で行われているのは、創造的と言うよりもむしろ退行的なものです。
時間をかけ、先行投資を惜しまず、拡がりをもたせなければ、文
化・芸術をはぐくむことはできません。
　もし、創造性のある文化・芸術活動を生み出すような大学を作るの
であれば、学部・学科には、次のような分野が有効だと思います。
〇文化関係（地元・世界）　〇芸術関係（伝統、現代）　〇農業
（学問、実践）　〇産業（学問、地場産業）　〇地方自治（行政、
世界情勢）
　他にも必要な分野があろうかと思いますが（自然環境、IT関係な
ど）、これらは地域社会における創造的な文化・芸術活動を実行す
るに当たって、密接に関係しあうもののように思えます。様々な分
野を横断しながら学ぶことが出来れば、最良ではないでしょうか。
　大学の設立が無理だとしても、文化・芸術は創造的でなければなら
ない、という認識なしには、文化・芸術は存在し得ません。

　宇治市では長年にわたり、市民の自主的で創造的な文化芸
術活動が活発に行われ、市民による文化芸術活動により、人
びとがつながり、地域での活動などを通じて、宇治市は活性
化してきたと考えております。
　基本理念に則った「文化芸術がつむぐ　ひと・まち・みら
い」という目指す姿の実現に向けて、宇治市、市民、文化芸
術団体、事業者それぞれの役割が果たせるよう取り組んでま
いります。
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48
担い手・
支え手育
成

宇治っ子朗読劇団☆Genji公演の継続開催。
　宇治っ子朗読劇団☆Genji公演は、源氏ろまんのまち・宇治ならで
はの文化的取り組みの一つに位置づけられ、子ども達が古典に触れて
郷土に誇りをもつ機会につながるものと思われる。また、朗読劇と
劇中曲演奏で源氏物語の世界を表現し、劇団の子ども達と器楽団体
との世代を超えた交流ができるとともに、鑑賞される市民にとって
も源氏物語に触れる良い機会で大変意義ある文化活動と考える。２
０２２年４月から民間のアクティオ（株）が文化会館の指定管理者
となるが、宇治市らしい独自な取り組みとして今後も毎年引き続き開
催を続けて頂きたい。

宇治っ子朗読劇団☆Genjiにつきましては、これまでの経過
等を踏まえ、運営者等と協議してまいります。

修正なし

49
担い手・
支え手育
成

　宇治市の文化芸術の担い手が、自主的かつ創造的な文化芸術活動
を一層促進できるようにするためには、何が課題でその課題解決に
どのような対策を講じるのかを示して頂きたい。
　私が所属する団体では、地域に根差した合奏団として毎年、定期演
奏会を宇治市文化センターで開催しています。市民の皆様が心に響く
音楽を楽しみにしておられ、ホール満席のもとで市民に潤いあるひと
時と感動を届けています。また宇治市音楽連盟に加盟して加盟団体と
の交流を図り、宇治市の音楽文化の普及・発展を目指して活動を続け
ています。

　宇治市の文化芸術の現状・課題につきましては、文化芸術
振興基本計画の「宇治市における文化芸術のこれまでの取り
組みと課題」に示させていただいているところでございま
す。それらを踏まえ、同計画『計画の目指す姿と施策体系』
及び『文化芸術の施策展開』のとおり、計画的に施策に取り
組んでまいります。

記載あり
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50 情報発信

　文化・芸術とうたっているが、お茶・源氏物語にばかり重点が置か
れており、他の文化財や歴史がおざなりにされている。
　昭和の巨椋池の開拓事業、平等院（←十円玉‼）などほかのもの
ももっともっとアピールして宇治のすばらしさや芸術的価値のあるも
のを発信していくべきである。

記載あり

51 情報発信
　お茶などだけでなく新しい宇治の文化芸術にももっと光を当てて
もらいたい

記載あり

52 情報発信
　日常生活の中で、特に意識することなく文化芸術にふれることが
ある。そのようなことを、SNSや市政だよりなどで知ってもらい、
市民に意識付けしてはいかがか。

記載あり

53 情報発信

【第3章　3-2基本理念　感じる・育む】
　平等院や宇治上神社、宇治茶に源氏物語等、他市と比較して本当に
文化芸術に恵まれた土地であることを再認識させてもらいました。
ただ、それが地元の方にとっては当たり前になっているので、府外・
海外の方に地元の優れた文化芸術をプレゼンする機会等があれば良い
なと感じます。

記載あり

54 情報発信

　個人的にではありますが、文化センターなどでも文化芸術に関す
る公演が少ないように感じます。また、公演があったとしても広く市
民に伝わっていないように思いますので、広報につきましても再考察
いただけましたらと思います。

記載あり

　文化芸術振興基本計画の文化芸術の施策展開　取り組む柱
５『情報の発信』において、「宇治市には、平等院・宇治上
神社等、宇治川を骨格とした景観、『源氏物語』や宇治茶等
の恵まれた文化資源やアニメーションの舞台となるなどの多
くの魅力があります。
　市民が宇治市の魅力を認知し、誇りを持てるよう、効果的
な情報発信に取り組みます。
　また、観光やまちづくり等の様々な分野と連携し、国内外
へ宇治ブランドを発信することで宇治市の魅力を伝える取り
組みを進めます。」と位置付けています。
　宇治市の魅力等、必要な人に必要な情報が届くよう多様な
情報媒体を活用した効果的な情報発信に努めてまいります。
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55 情報発信

　文化庁が京都に来る以上は宇治市は第2の都市です。源氏物語だけ
が、独り歩きしているようで、お茶の文化の盛り上げも必要。絵画や
写真からも宇治を発表することもありです。

記載あり

記載あり

　文化芸術振興基本計画の文化芸術の施策展開　取り組む柱
２『交流の促進」において、「観光・まちづくり・国際交
流・福祉・教育・産業等との結びつきを強め、地域や分野を
越えた新たな文化芸術事業の展開や、様々なイベントの開催
を推進し、文化芸術活動の活性化に努めます。
　さらには、学校、地域、企業等との幅広い連携・協働によ
り、文化芸術を軸にしたひとのつながり、地域のつながりへ
と広げ、文化芸術を活かしたまちの活性化に努めます。」
と、また、取り組む柱５『情報の発信』において、「宇治市
には、平等院・宇治上神社等、宇治川を骨格とした景観、
『源氏物語』や宇治茶等の恵まれた文化資源やアニメーショ
ンの舞台となるなどの多くの魅力があります。
　市民が宇治市の魅力を認知し、誇りを持てるよう、効果的
な情報発信に取り組みます。
　また、観光やまちづくり等の様々な分野と連携し、国内外
へ宇治ブランドを発信することで宇治市の魅力を伝える取り
組みを進めます。」と位置付けています。

56 情報発信

　宇治市文化芸術振興基本計画の案を拝見して、これから良い計画が
促進されることを、期待している者です。芸術活動と共に宇治のまち
づくりにも関心があります。
　宇治は古くからの宇治上神社や平等院をはじめとする世界遺産な
どの文化的歴史的な宝物を持ち、観光都市ではありますが、町並み
保存ということではあまり成功していません。
　持参いたしました写真集は、「右書き看板」を長年に渡り写真に
撮り、編集したものです。主に京都市内ではありますが、宇治市に
もかなり残っています。
　現在ある古い「右書き看板」を町並みの象徴として認識して大切に
できるといいと思います。失ってからでは間に合いません。
今後右書き看板の作成を奨励して、宇治を「右書き看板」に出会える
街と宣伝して観光のポイントの一つとして活用してはいかがでしょう
か。
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57 情報発信

歴史的文化と文化財
　平等院、宇治上神社の世界文化遺産　色々な散策路を整備　　
『源氏物語』宇治十帖　　源氏物語ミュージアム　スタンプラリー　　
宇治茶に関わる産業と「宇治の文化的景観」、宇治川の鵜飼、太閤
堤
◆これらは高齢の一部固定的ファンに限定されやすい
+αを加えて、全国レベルで若年層にまでファンを増やすような、強
力な取り組みがあるか?
　今、日本茶は国際的に注目されている。「お茶の京都」を核にアニ
メやスイーツ・食と景観のコラボを企画、マスコミでの放映等に合わ
せた催し物の開催とPR/強力なSNS発信

（再掲：№55・№56）
　文化芸術振興基本計画の文化芸術の施策展開　取り組む柱
２『交流の促進」において、「観光・まちづくり・国際交
流・福祉・教育・産業等との結びつきを強め、地域や分野を
越えた新たな文化芸術事業の展開や、様々なイベントの開催
を推進し、文化芸術活動の活性化に努めます。
　さらには、学校、地域、企業等との幅広い連携・協働によ
り、文化芸術を軸にしたひとのつながり、地域のつながりへ
と広げ、文化芸術を活かしたまちの活性化に努めます。」
と、また、取り組む柱５『情報の発信』において、「宇治市
には、平等院・宇治上神社等、宇治川を骨格とした景観、
『源氏物語』や宇治茶等の恵まれた文化資源やアニメーショ
ンの舞台となるなどの多くの魅力があります。
　市民が宇治市の魅力を認知し、誇りを持てるよう、効果的
な情報発信に取り組みます。
　また、観光やまちづくり等の様々な分野と連携し、国内外
へ宇治ブランドを発信することで宇治市の魅力を伝える取り
組みを進めます。」と位置付けています。

記載あり
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記載あり

58 情報発信

　基本計画が、文化財を使って観光産業に利用することをねらいに立
案したと読めた点は、情けない。隠さずそれも位置付けたのをよいと
は思わない。
　何より宇治市民の文化芸術に対する享受のちからを高め、想像し
表現する力量をも高めていくことに主眼があることはここで言うう
までもない。
　基本計画は抽象的なものに、ならざるを得ないから、という反論は
受けるとして、例を挙げて、観光産業に直接、利しないが、ここでの
意見とする。
　例えば、宇治市歴史文化芸術大辞典の編纂。専門家と市民の協力
で、宇治市域の古墳の全てどこまでわかってどこからわからないのか
の解説、宇治にある神社仏閣の全て仏像などの紹介、氏子檀家との
との関係、宇治川、巨椋池の歴史的変遷にまつわる水運漁業など広
く、住民とのか代わりなど、設定すべき項目は、多分野にわたり多
くを必要とする。

（再掲：№55・№56）
　文化芸術振興基本計画の文化芸術の施策展開　取り組む柱
２『交流の促進」において、「観光・まちづくり・国際交
流・福祉・教育・産業等との結びつきを強め、地域や分野を
越えた新たな文化芸術事業の展開や、様々なイベントの開催
を推進し、文化芸術活動の活性化に努めます。
　さらには、学校、地域、企業等との幅広い連携・協働によ
り、文化芸術を軸にしたひとのつながり、地域のつながりへ
と広げ、文化芸術を活かしたまちの活性化に努めます。」
と、また、取り組む柱５『情報の発信』において、「宇治市
には、平等院・宇治上神社等、宇治川を骨格とした景観、
『源氏物語』や宇治茶等の恵まれた文化資源やアニメーショ
ンの舞台となるなどの多くの魅力があります。
　市民が宇治市の魅力を認知し、誇りを持てるよう、効果的
な情報発信に取り組みます。
　また、観光やまちづくり等の様々な分野と連携し、国内外
へ宇治ブランドを発信することで宇治市の魅力を伝える取り
組みを進めます。」と位置付けています。
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59 情報発信

　京都では和食文化で世界文化遺産を得たことに関し、宇治の食文
化、特にお茶との関係、文化、芸術を広義から見て、自然、庭園な
ど市が保有する施設、例えば植物公園の存在もある。このような地
元に有する関連群を明記して、地元を見つめ直すきっかけ作りにして
下さい。

　文化芸術振興基本計画の文化芸術の施策展開　取り組む柱
５『情報の発信』において、「宇治市には、平等院・宇治上
神社等、宇治川を骨格とした景観、『源氏物語』や宇治茶等
の恵まれた文化資源やアニメーションの舞台となるなどの多
くの魅力があります。
　市民が宇治市の魅力を認知し、誇りを持てるよう、効果的
な情報発信に取り組みます。
　また、観光やまちづくり等の様々な分野と連携し、国内外
へ宇治ブランドを発信することで宇治市の魅力を伝える取り
組みを進めます。」と位置付けています。

記載あり

60 その他
　文化センターや歴史公園など、広い敷地を使って建てたわりに、
ほとんど市民の利用がされておらず、税金のムダ遣いである。

修正なし

61 その他
　文化センターの広場や歴史公園の広場で催しを。と議会でも度々
発言があるが、進まない理由が知りたい。

修正なし

　宇治市文化センターやお茶と宇治のまち歴史公園等の施設
の設置目的等を果たせるよう、利用促進に努めてまいりま
す。
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62 その他

　宇治市にコミセンがあり、芸文活動が日々実施されていますが、教
育委員会の傘下のようです。一般住民は、コミセン発表で満足されて
ないでしょうか。

　コミュニティセンターは、市民相互の交流と地域活動の振
興を目的として市長部局である自治振興課が所管しておりま
す。文化芸術活動をされる市民の方々がそれぞれの活動発表
で満足し終わっているのではないかとのご意見につきまし
て、活動に対する目的及びお考えは様々であると考えており
ますが、文化活動の自主性等を尊重しながら、文化芸術を鑑
賞・参加・創造する機会をはじめ、各種施策に取り組んでま
いります。

修正なし

63 その他

　情報の発信の所で、ＳＮＳの活用があげられているが、市民同士が
ＳＮＳの中で交流でき、活動を案内できる場があるのか知りたい。

　市民同士のSNSの交流の場につきましては、市民の皆さま
が自主的に行われることで、様々な人に情報がいきわたり、
文化芸術のすそ野が広がり、文化芸術活動の活性化につなが
ると考えています。宇治市におきましても、YouTubeを活用
し、文化芸術活動等の情報発信に取り組んでいます。

修正なし

64 その他

　コロナばかり騒がれているが、事実、コロナ死よりもコロナ対策に
よる死亡者の方が多い。
　コロナ対策は、来場者にある程度任せ、ムダな規制をせずにどんど
ん開放していくべきである。

　国や府の感染症対策を踏まえ、各種ガイドラインに則り感
染症対策を講じながら、イベントなどを開催するとともに、
文化芸術活動が継続して行えるよう取り組んでまいります。

修正なし
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１／６ 
 

新（最終案） 旧（パブリックコメント時点） 

P.3 図の追加 

 

 

 

 

P.6 パブリックコメント及び文化芸術振興基本計画策定委員会での意見反映 

２－１．宇治市における文化芸術に関するこれまでの背景など 

（1）古代～近世 

宇治市は古より交通の要衝として発展してきました。風光に恵まれていたこともあ

り、平安時代には貴族の別業の地として栄え、『源氏物語』における「宇治十帖」の主

な舞台にもなりました。 

中世に入ると、宇治川の先陣争いの舞台となった一方で、祭礼神事に伴う芸能集団

の活躍をはじめとした多彩な文化芸術が花開き、受け継がれました。祭礼などで盛ん

に演じられた田楽、猿楽は、中世以降も途絶えることなく地域に定着していきました。 

鎌倉時代には宇治茶の栽培が始まり、室町時代にはその名声は徐々に高まってい

き、現在につながる覆下栽培による良質な碾茶（石臼で挽く前の抹茶）製造の技術が

開発されました。 

また、伏見城の建設のための交通路整備と治水に伴う大規模工事が豊臣秀吉により

行われ、この一連の土木工事による長大な堤防は、太閤堤と呼ばれています。 

江戸時代には黄檗僧隠元禅師が渡来し、インゲン豆、明朝体、普茶料理等が伝えら

れたと言われています。また永谷宗円により、煎じた茶葉を急須に入れて湯をそそい

で飲む煎茶法が広められました。抹茶による喫茶法が茶の湯と結びつき、主に武士階

層や公家等の支配者階層に受け入れられた一方で、煎茶法は庶民の文化人層に受け入

れられ、親しまれるようになりました。 

 

２－１．宇治市における文化芸術に関するこれまでの背景など 

(１)古代～近世 

宇治市は古より交通の要衝として発展してきました。風光に恵まれていたこともあ

り、平安時代には貴族の別業の地として栄え、『源氏物語』における「宇治十帖」の舞

台にもなりました。 

中世に入ると、宇治川の先陣争いの舞台となった一方で、祭礼神事に伴う芸能集団

の活躍をはじめとした多彩な文化芸術が花開き、受け継がれました。祭礼などで盛ん

に演じられた田楽、猿楽は、中世以降も途絶えることなく地域に定着していきました。 

鎌倉時代には宇治茶の栽培が始まり、室町時代にはその名声は徐々に高まってい

き、現在につながる覆下栽培による良質な碾茶（石臼で挽く前の抹茶）製造の技術が

開発されました。 

また、伏見城の建設のための交通路整備と治水に伴う大規模工事が豊臣秀吉により

行われ、この一連の土木工事による長大な堤防遺跡は、太閤堤と呼ばれています。 

江戸時代には、                               

             永谷宗円により、煎じた茶葉を急須で淹れて      

飲む煎茶法が広められました。抹茶による喫茶法が茶の湯と結びつき、主に武士階層

や公家等の支配者階層に受け入れられた一方で、煎茶法は庶民の文化人層に受け入れ

られ、親しまれるようになりました。 

 

資料２ 
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新（最終案） 旧（パブリックコメント時点） 

P.7 文言修正 

２－１．宇治市における文化芸術に関するこれまでの背景など 

① 源氏物語のまちづくり 

  紫式部が書いた『源氏物語』の最後の十帖は宇治を主な舞台として展開して

いることから「宇治十帖」と呼ばれています。宇治市ではその結びつきを大切

にし、『源氏物語』をテーマとしたまちづくりを進めてきました。 

  平成３年には「ふるさと創生事業」の趣旨に基づき、市民のアイデアか「紫式

部文学賞」と「紫式部市民文化賞」が生まれました。両賞の贈呈式を中心として、

源氏物語セミナーや、宇治十帖スタンプラリー、宇治田楽まつりを「源氏ろまん」 

 事業として開催し、総合的なまちづくり施策として進めてきました。 

  また、「さわらびの道」や「あじろぎの道」といった源氏物語散策の道の整備、 

 案内サインの充実等、ハード面でも源氏物語のまちづくりを進めてきました。平 

 成 10 年には集大成として、展示などを通して、『源氏物語』に関する情報発信の 

中核施設として、源氏物語ミュージアムが開館しました。開館 20 周年となる平成 

30 年には二度目のリニューアルを行い、体験型展示と多言語対応の拡充を図ると 

ともに、オリジナルアニメーションを制作しました。 

 

 

 

２－１．宇治市における文化芸術に関するこれまでの背景など 

① 源氏物語のまちづくり 

紫式部が書いた『源氏物語』の最後の十帖は宇治を  舞台として展開して 

  いることから「宇治十帖」と呼ばれています。宇治市ではその結びつきを大切 

  にし、『源氏物語』をテーマとしたまちづくりを進めてきました。 

   平成３年には「ふるさと創生事業」の趣旨に基づき、市民のアイデアから「紫

式部文学賞」と「紫式部市民文化賞」が生まれました。両賞の贈呈式を中心とし 

  て、源氏物語セミナーや、宇治十帖スタンプラリー、宇治田楽まつりを「源氏ろ  

  まん」事業として開催し、総合的なまちづくり施策として進めてきました。 

  また、「さわらびの道」や「あじろぎの道」といった源氏物語散策の道の整備、

案内サインの充実等、ハード面でも源氏物語のまちづくりを進めてきました。平

成 10 年には集大成として、源氏物語に関する展示などを通して、 源氏物語 に

関する情報発信   基地として、源氏物語ミュージアムを開館しました。開館

20 周年となる平成 30 年には    リニューアルを行い、体験型展示の導入や 

多言語対応の拡充を                      しました。 

P.7 宇治市文化芸術振興基本計画策定委員会での意見反映（写真差し替え） 

 

 

            宇治市源氏物語ミュージアム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市営茶室対鳳庵 
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新（最終案） 旧（パブリックコメント時点） 

P.12 パブリックコメントでの意見反映 

３－４．計画の施策体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－４．計画の施策体系 

 

取り組む柱 取り組みの方向性 

１ 機会の充実 ■ 誰もが文化芸術を鑑賞する機会の提供 

■ 暮らしの中で文化芸術に出会い・触れる機会の充実 

２ 交流の促進 

■ 市民、文化芸術団体、事業者との連携促進 

■ 文化芸術活動者等の世代を越えた交流の促進 

■ 観光・まちづくり・国際交流・福祉・教育・産業等の様々な

結びつきによる文化芸術活動の促進とまちの活性化 

３ 活動の促進 ■ 文化芸術活動を行う環境の整備 

■ 高齢者・障害者・青少年の文化芸術活動の促進 

４ 担い手・支え 
手育成 

■ 次世代への文化芸術の継承 

■ 文化芸術に携わる人材の育成 

■ 子どもや若者の感性を育み、磨く 

５ 情報の発信 
■ 『源氏物語』や宇治茶をはじめとした文化資源を活かしたま

ちづくりによる魅力発信 

■ 多様な情報媒体を利用した文化芸術に関する情報の発信 

～基本理念～ 

文化芸術を鑑賞・参加・ 

創造する機会の充実 

《感じる・育む》 

 

様々な協働による 

文化芸術活動の促進 

《つながる・ひろがる》 

文化芸術を行うものの 

自主性・創造性の尊重 

《認め合う・高める》 

文化芸術がつむぐ ひと・まち・みらい 

取り組む柱 取り組みの方向性 

１ 機会の充実 ■ 誰もが文化芸術を鑑賞する機会の提供 

■ 暮らしの中で文化芸術に出会い・触れる機会の充実 

２ 交流の促進 

■ 市民、文化芸術団体、事業者との連携促進 

■ 文化芸術活動者の世代を越えた交流の促進 

■ 観光・まちづくり・国際交流・福祉・教育・産業等の様々

な結びつきによる文化芸術活動の促進とまちの活性化 

３ 活動の促進 ■ 文化芸術活動を行う環境の整備 

■ 高齢者・障害者・青少年の文化芸術活動の促進 

４ 担い手・支
え手育成 

■ 次世代への文化芸術の継承 

■ 文化芸術に携わる人材の育成 

■ 子どもや若者の感性を育み、磨く 

５ 情報の発信 
■ 『源氏物語』や宇治茶をはじめとした文化資源を活かし

たまちづくりによる魅力発信 

■ 多様な情報媒体を利用した文化芸術に関する情報の発信 

文化芸術を鑑賞・参加・ 

創造する機会の充実 

《感じる・育む》 

 

様々な協働による 

文化芸術活動の促進 

《つながる・ひろがる》 

文化芸術を行うものの 

自主性・創造性の尊重 

《認め合う・高める》 

 

文化芸術がつむぐ ひと・まち・みらい 
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新（最終案） 旧（パブリックコメント時点） 

P.15 パブリックコメントでの意見反映 

４－２．交流の促進 

■文化芸術活動者等の世代を越えた交流の促進 

 

宇治市民文化芸術祭などの様々な文化芸術活動を通じて、世代を越えた活動が

できるよう取り組みます。また世代を越えた交流により、新たな文化芸術の創造

ができるよう支援します。 

活動者や鑑賞者等が、文化芸術を通した交流を行えるような機会を創出するこ

とで、市民が文化芸術に親しめるよう取り組みます。 

 

 

４－２．交流の促進 

■文化芸術活動者 の世代を越えた交流の促進 

 

宇治市民文化芸術祭などの様々な文化芸術活動を通じて、世代を越えた活動が

できるよう取り組みます。また世代を越えた交流により、新たな文化芸術の創造

ができるよう支援します。 

                                    

                       

P.17 パブリックコメントでの意見反映 

４－３．活動の促進 

宇治市では、長年にわたり、市民による主体的・積極的な文化芸術活動が行わ

れており、それらが、宇治市の文化芸術の礎を築いてきました。引き続き、市民

がその文化芸術活動に積極的に取り組めるよう、より充実した活動ができるよう

環境の整備を図ります。 

さらに、市民文化の向上、生涯学習の振興及び市民福祉の増進等の拠点として

の宇治市文化センターなどを引き続き有効活用するとともに、継続的かつ安定的

な運営に努めます。 

そして、子ども、子育て世代、高齢者等の年齢、性別、障害の有無等に関わら

ず、誰もが文化芸術活動に取り組めるよう交流や発表の機会の創出に取り組みま

す。 

加えて、文化芸術団体の活動の発表を通して、文化芸術活動への理解を深めて

いき、地域などでの活動の促進を図ります。 

 

■文化芸術活動を行う環境の整備 

 

文化芸術に親しむための文化施設の利便性の向上及び利用しやすい環境の整

備に努めるとともに、民間施設やその他の施設等の情報を発信し、活動の活性化

を図ります。さらに、宇治市文化センターの有効活用や利用促進に努めます。 

また、文化芸術活動の活性化のため、文化芸術活動に関する表彰の検討を進め

ます。 

さらに、新型コロナウイルス感染症の影響の中でも、活動が継続できるようイ 

ンターネットを用いた文化芸術活動に取り組みやすい環境の整備に努めます。 

４－３．活動の促進 

宇治市では、長年にわたり、市民による主体的・積極的な文化芸術活動が行わ 

れており、それらが、宇治市の文化芸術の礎を築いてきました。引き続き、市民 

がその文化芸術活動に積極的に取り組めるよう、より充実した活動ができるよう 

環境の整備を図ります。 

さらに、市民文化の向上、生涯学習の振興及び市民福祉の増進等の拠点として 

の文化会館などを引き続き有効活用するとともに、継続的かつ安定的な運営に努 

めます。 

そして、子ども、子育て世代、高齢者等の年齢、性別、障害の有無等に関わら

ず、誰もが文化芸術活動に取り組めるよう交流や発表の機会の創出に取り組み

ます。 

加えて、文化芸術団体の活動の発表を通して、文化芸術活動への理解を深めて

いき、地域などでの活動の促進を図ります。 

 

■文化芸術活動を行う環境の整備 

 

文化芸術に親しむための文化施設の利便性の向上及び利用しやすい環境の整

備に努めるとともに、民間施設やその他の施設等の情報を発信し、活動の活性

化を図ります。さらに、文化会館の有効活用や利用促進に努めます。 

また、文化芸術活動の活性化のため、文化芸術活動に関する表彰の検討を進

めます。 

さらに、新型コロナウイルス感染症の影響の中でも、活動が継続できるようイ

ンターネットを用いた文化芸術活動に取り組みやすい環境の整備に努めます。 
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新（最終案） 旧（パブリックコメント時点） 

P.19 パブリックコメントでの意見反映 

４－４．担い手・支え手育成 

■次世代への文化芸術の継承 

 

宇治茶の振興や源氏物語のまちづくり等を通じて宇治市で守り育ててきた文

化芸術を、宇治市独自の文化芸術として次世代へ継承していくため、文化財に

関する講座などに取り組むとともに、文化財等の適切な保存・管理を行い、観

光などへの活用・市民への情報発信をしていきます。 

次世代への継承にあたっては、家庭などの身近な場や、小中学校を含む教育

機関等と連携する中で、鑑賞や体験をきっかけに、文化芸術に関心をもっても

らうことで、担い手の育成につなげます。 

 

 

 

 

４－４．担い手・支え手育成 

■次世代への文化芸術の継承 

 

宇治茶の振興や源氏物語のまちづくり等を通じて宇治市で守り育ててきた文

化芸術を、宇治市独自の文化芸術として次世代へ継承していくため、文化財に

関する講座などに取り組むとともに、文化財等の適切な保存・管理を行い、観

光などへの活用・市民への情報発信をしていきます。 

次世代への継承にあたっては、高い質を持った文化芸術に触れる鑑賞や、本

格的な体験をきっかけとして文化芸術に関心をもち、担い手として活動を行う

者の育成につなげます。 

P.23 パブリックコメント及び宇治市文化芸術振興基本計画策定委員会での意見反映 

５．計画の推進 

 

（１） 市民等による文化芸術の推進体制 

市民の文化芸術活動を発展させていくことや、計画に基づく取り組みの実施状況に

ついて様々な見地から検討を行うため、（仮称）宇治市文化芸術推進委員会（以下「委

員会」という）を設置します。委員会は学識経験者、文化芸術関係団体の構成員、文

化芸術活動をしている市民等で構成され、計画の推進に関することのほか、宇治市の

文化芸術の推進全般に係る事項について意見交換や協議等を行います。委員会を定期

的に開催し、各取り組みの進捗確認や評価を報告し、委員会での意見を踏まえながら

文化芸術を推進していきます。 

 

（２） 庁内連携による文化芸術の推進体制 

宇治市では行政の様々な分野に文化芸術の要素を取り入れ、文化行政を総合的

に推進するため、庁内組織として（仮称）宇治市文化芸術推進庁内連絡会議（以

下「連絡会議」という）を設置します。文化芸術の振興に関する施策が効率的・効

果的に実施されるよう、連絡会議を活用して課題や情報の共有を図るとともに、

庁内で連携して取り組みを進めます。 

 

 

 

 

５．計画の推進 

 

（１） 市民等による進行管理 

                                      

   様々な見地から検討を行うため、（仮称）   文化芸術振興基本計画推進委

員会（以下「委員会」という）を設置します。委員会は学識経験者、文化芸術関係団

体の構成員、文化芸術活動をしている市民等で構成され、計画の推進に関することの

ほか、    文化芸術の振興  に係る事項について情報交換や協議等を行いま

す。委員会を定期的に開催し、各取り組みの進捗確認や評価を実施します       

            。 

 

（２） 庁内連携による計画推進 

宇治市では行政の様々な分野に文化芸術の要素を取り入れ、文化行政を総合的

に推進するため、庁内組織として（仮称）宇治市文化芸術振興基本計画推進庁内

連絡会議（以下「連絡会議」という）を設置します。文化芸術の振興に関する施策

が効率的・効果的に実施されるよう、連絡会議を活用して課題や情報の共有を図

るとともに、庁内で連携して取り組みを進めます。 
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新（最終案） 旧（パブリックコメント時点） 

P.50 宇治市文化芸術振興基本計画策定委員会での意見反映 

計画の取り組む柱に基づく主な事業（令和４年度） 

 取り組む柱 主な市の事業 

１ 機会の充実 

・市民交流ロビーコンサート 

・（源氏ろまん）源氏物語セミナー 

・市営茶室対鳳庵 

・生涯学習センター ロビー展示 

２ 交流の促進 

・市民文化芸術祭 

・（源氏ろまん事業）宇治十帖スタンプラリー 

・宇治まなびんぐ 

３ 活動の促進 

・高校生文化芸術祭典 

・（源氏ろまん事業）紫式部市民文化賞 

・文化芸術活動おうえんチャンネル 

・高齢者アカデミー 

４ 
担い手・支え手 

育成 

・少年少女合唱団 

・市ジュニア文化賞・ジュニア文化奨励賞 

・市民茶摘みのつどい 

５ 情報の発信 

・（源氏ろまん事業）紫式部文学賞 

・（源氏ろまん事業）宇治田楽まつり 

・お茶と宇治のまち歴史公園 

・源氏物語ミュージアム、歴史資料館での展示 

 

   ※ 複数の柱に該当する事業は、最も関連のある柱に位置付けをしています。 

 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 

宇治市文化芸術振興基本計画 
最終案 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

宇 治 市 
 

  

文化芸術がつむぐ 

みらい 
まち 

ひと 

資料３ 
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第１章 計画の背景と位置づけ 
 

１-１ 計画策定の趣旨 
 

文化芸術は人々の創造性や感性を育み、多様性を受け入れることができる心豊かな社会
を形成するものです。 
国においては、文化芸術を観光、まちづくり、福祉等の関連分野と連携させ、活用してい

くこと、日本の文化芸術の価値を世界に発信し、文化芸術の新たな価値を創出すること等を
目的に、平成 29年 6月に「文化芸術振興基本法」を「文化芸術基本法」に改正されました。
また、文化庁は、「まち・ひと・しごと創生基本方針（平成 28年 6 月２日閣議決定）」など
において、文化庁に期待される新たな政策ニーズ等への対応を含め、機能強化を図りつつ、
京都府へ全面的に移転することとなりました。このことは、日本の文化行政の大きな転換点
となり、文化庁の機能が拡充されるとともに、文化芸術の振興、観光振興や産業との連携、
新産業の創出等、文化芸術の力による地方創生が進むことが期待されています。 
京都府においては、平成 30 年に「京都府文化力による京都活性化推進条例」を改正し、

「京都府文化力による未来づくり条例」を制定されました。また、文化力の活用による地域
活性化や、文化の保存・継承から発展、創造、活用まで文化政策をより総合的に推進するた
め、平成 31年 3 月に「京都府文化力による未来づくり基本計画」を策定されています。 
宇治市においては、これまで培われてきた歴史と豊かな自然を背景とした文化と伝統を

守り、育て、磨き、未来に継承するとともに、自主的かつ創造的な文化芸術活動の促進を図
ることにより、お茶と歴史・文化の香る「ふるさと宇治」を将来にわたり希望と活力に満ち
た魅力あふれるまちとするため、令和元年 12 月に「宇治市文化芸術振興条例」を制定しま
した。 
人口減少や少子高齢化、新型コロナウイルス感染症の影響等の社会情勢の中、国や京都府

の方針を踏まえるとともに、宇治市文化芸術振興条例の基本理念にのっとり、市の文化芸術
施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、宇治市文化芸術振興基本計画を策定するもの
です。 
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１-２ 文化芸術に関する社会の情勢 

 
（１） 「文化財活用・理解促進戦略プログラム 2020」の策定（H28.4） 
文化財は専門家のためだけのものではなく、一般の人や外国人観光客に「見られて感動し、

その価値を知ってもらって初めて真価を発揮するもの」であるという意識改革が重要であ
るとし、文化資源の活用・情報発信の強化や修理・美装化によって観光資源としての質の向
上を計画的に進め、文化財を「真に人を引きつけ、一定の時間滞在する価値のある観光資源」
として活用していくことを目指し策定されました。 
 
 
（２） 文化庁移転の決定（H28.6） 
文化庁は、「まち・ひと・しごと創生基本方針（平成 28年 6月

2 日閣議決定）」などにおいて、京都府へ全面的に移転することと
なりました。文化庁の京都府移転は、日本の文化行政の大きな転
換点となり、文化庁の機能拡充、文化芸術の振興、観光振興や産
業との連携、新産業の創出等、文化芸術の力による地方創生が進
むことが期待されています。 
 

 
（３） 「文化芸術基本法」に改正（H29.6） 
これまでの文化芸術政策をさらに充実させるため、文化芸術自体が固有の意義と価値を

有するという文化芸術振興基本法の精神を前提とした上で、観光、まちづくり、国際交流、
福祉、教育、産業等の関連分野における施策との有機的な連携や等しく文化芸術の鑑賞等が
できる環境の整備、文化芸術に関する教育の重要性を基本理念に追加する「文化芸術基本法」
に改正がなされました。 
 
 
（４） 「文化経済戦略」の策定（H29.12） 
文化と産業・観光等の関連分野が一体となって新たな価値を創出し、その価値が、文化芸

術の保存・継承や新たな創造等に対して効果的に再投資されることにより、自立的・持続的
に発展していくメカニズムを形成することを目的として策定されました。 
 
 
（５） 「文化芸術推進基本計画」の策定（H30.3） 
文化芸術の「多様な価値」、すなわち文化芸術の本質的価値及び社会的・経済的価値を文

化芸術の継承、発展及び創造に「活用・好循環させ」、『文化芸術立国』の実現を目指し策定
されました。さらに、文化芸術推進基本計画では、各地方公共団体が地方文化芸術推進基本
計画の策定に努めることで、地方の自主的かつ主体的なその地域の特性に応じた文化芸術
に関する施策のより積極的な推進を期待されています。 
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（６） 「障害者による文化芸術活動の推進に関する法律」の制定（H30.6） 
文化芸術は、これを創造・享受する者の障害の有無に関わらず、心の豊かさや相互理解を

もたらすものであることを踏まえ、障害者による文化芸術活動の推進に関する施策を総合
的かつ計画的に推進し、障害者の個性と能力の発揮や社会参加を促進することを目的に制
定されました。 
 
 
（７） SDGｓ(持続可能な開発目標) 
持続可能な開発目標（SDGs）「（Sustainable Development Goals の略、以下「SDGs」と

いう。）」は、先進国、発展途上国を問わず、経済・社会・環境の三側面における持続可能な
開発を統合的取り組みとして推進するものであり、多様な目標を達成するための取り組み
は、地域の諸問題の解決に貢献するものです。 
SDGs には１７のゴール及び１６９のターゲットが設定されていますが、それぞれのゴー

ル・ターゲットは相互に関連して持続的な発展を目指すものであり、「目標 3 すべての人
に健康と福祉を」、「目標 4 質の高い教育をみんなに」、「目標 8 働きがいも経済成長も」、
「目標 11 住み続けられるまちづくりを」等、文化芸術との関連性のある目標も含まれて
います。 
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１-３ 計画の位置づけ 
 

本計画は、宇治市文化芸術振興条例第 9条に規定する「文化芸術振興基本計画」と位置付
けます。 
また、「宇治市総合計画」を上位計画とし、「宇治市文化芸術振興条例」の理念を軸に、宇

治市関連計画との連携や整合性を踏まえ、策定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

整合 

国 
 

 

・文化芸術基本法 
・文化芸術推進基本計画 

府 
 

 

・京都府文化力による 
未来づくり条例 
 

・京都府文化力による 
未来づくり基本計画 

 

宇治市第６次総合計画 

宇治市文化 
芸術振興条例 

宇治市文化芸術

振興基本計画 

主な宇治市関連計画 
 

 

・宇治市観光振興計画 

・宇治市歴史的風致維持向上計画 

・宇治市文化的景観保存活用計画 

・宇治市障害福祉計画 

・宇治市障害児福祉計画 

・宇治市教育振興基本計画 

連携 

整合 
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１-４計画の期間 

 
令和 4年度から令和 15年度までの 12年間とし、必要に応じて見直しを行います。 

 
 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 

                   

                   

                   

 

 

 

１-５ 計画の対象とする文化芸術の範囲 

 

本計画の文化芸術とは、文化芸術基本法第８条から第１４条までに規定されている芸術、
メディア芸術、伝統芸能、芸能、生活文化・国民娯楽、文化財、地域における文化芸術等を
対象とするものとします。 
 

  

第６次総合計画 
R4-R15 

第５次総合計画 
H23-R3 

文化芸術振興基本計画 
R4-R15 

第２期 
中期計画 
H26-H29 

第 3期中期計画 
H30-R3 

第 1期中期計画 
R4-R7 

第 2期中期計画 
R8-R11 

第 3期中期計画 
R12-R15 

★R1.12  文化芸術振興条例制定 

★R30.7 京都府文化力による未来づくり条例制定 

（京都府文化力による京都活性化推進条例を改正） 

★R29.6 文化芸術基本法制定（文化芸術振興基本法を改正） 

・・・ 
文化芸術推進 
基本計画（第１期） 
H30-R4 

・・・ 
京都府文化力による 
未来づくり基本計画 
H31-R5 

 
京都府文化力による 
活性化推進条例による 
ビジョン 

市 

国 

府 
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第２章 宇治市における文化芸術のこれまでの取り組みと課題 
 

２-１ 宇治市における文化芸術に関するこれまでの背景など 
 

【歴史的背景について】 
宇治市では、平等院、宇治上神社の世界文化遺産、『源氏物語』、宇治茶、宇治川の鵜飼等

の歴史・文化資源に恵まれ、それぞれの時代で特色を生み出し、豊かな文化と伝統、歴史が
築き上げられてきました。 
 

 
 

宇治市は古より交通の要衝として発展してきました。風光に恵まれていたこともあり、平
安時代には貴族の別業の地として栄え、『源氏物語』における「宇治十帖」の主な舞台にも
なりました。 
中世に入ると、宇治川の先陣争いの舞台となった一方で、祭礼神事に伴う芸能集団の活躍

をはじめとした多彩な文化芸術が花開き、受け継がれました。祭礼などで盛んに演じられた
田楽、猿楽は、中世以降も途絶えることなく地域に定着していきました。 
鎌倉時代には宇治茶の栽培が始まり、室町時代にはその名声は徐々に高まっていき、現在

につながる覆下栽培による良質な碾茶（石臼で挽く前の抹茶）製造の技術が開発されました。 
また、伏見城の建設のための交通路整備と治水に伴う大規模工事が豊臣秀吉により行わ

れ、この一連の土木工事による長大な堤防は、太閤堤と呼ばれています。 
江戸時代には黄檗僧隠元禅師が渡来し、インゲン豆、明朝体、普茶料理等が伝えられたと

言われています。また永谷宗円により、煎じた茶葉を急須に入れて湯をそそいで飲む煎茶法
が広められました。抹茶による喫茶法が茶の湯と結びつき、主に武士階層や公家等の支配者
階層に受け入れられた一方で、煎茶法は庶民の文化人層に受け入れられ、親しまれるように
なりました。 
 
 
近代に入ると、茶の湯に用いる碾茶の需要は減少しますが、茶は明治初期の日本の輸出産

品として生糸に次ぐ位置を占め、輸出用の茶が煎茶であることから、玉露などの高級緑茶の
生産が活発化していきました。鉄道の整備が進展し、宇治の来訪客が増加したことを受け、
名所の顕彰、観光施設の整備、歴史的遺産の保護等が推進されました。鵜飼の復活、茶祭の
開催等が行われ、一年を通じて観光客で賑わうまちとなっていきました。 
 

 
 
平等院と宇治上神社が世界文化遺産に登録され、宇治川沿いの様々な文化資源を訪ねる

人も増え、多くの観光客が宇治を訪れるようになりました。 
平成 16 年に文化財保護法の一部が改正され、文化財の新たな類型として「文化的景観」

が加わり、古来より積み重ねられた歴史を有し、また宇治茶の生産から販売までの一連の生
業が営まれる宇治地区が、平成 21年に重要文化的景観「宇治の文化的景観」として選定さ
れ、都市の文化的景観の第１号となりました。 

 （１）古代～近世  （１）古代～近世 

 （２）近代 

 （３）現代 
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【これまでの取り組み】 
宇治市には、豊富な歴史・文化資源があり、また市民による文化芸術活動が活発になされ

ています。さらに、アニメーションなどの分野において、その発信地となるなど新しい文化
芸術が息づいています。 
また、これまで培われてきた歴史と豊かな自然を背景とした文化・伝統を守り、育て、磨

き、未来に継承するとともに、自主的かつ創造的な文化芸術活動の促進を図ることにより、
お茶と歴史・文化の香る「ふるさと宇治」を将来にわたり希望と活力に満ちた魅力あふれる
まちとするため、令和元年度に宇治市文化芸術振興条例を制定しました。 
 
① 源氏物語のまちづくり 
 

紫式部が書いた『源氏物語』の最後の十帖は宇治を主な舞台として展開しているこ
とから「宇治十帖」と呼ばれています。宇治市ではその結びつきを大切にし、『源氏
物語』をテーマとしたまちづくりを進めてきました。 
平成３年には「ふるさと創生事業」の趣旨に基づき、市民のアイデアから「紫式部
文学賞」と「紫式部市民文化賞」が生まれました。両賞の贈呈式を中心として、源氏
物語セミナーや、宇治十帖スタンプラリー、宇治田楽まつりを「源氏ろまん」事業と
して開催し、総合的なまちづくり施策として進めてきました。 
また、「さわらびの道」や「あじろぎの道」といった源
氏物語散策の道の整備、案内サインの充実等、ハード面で
も源氏物語のまちづくりを進めてきました。平成 10年に
は集大成として、展示などを通して、『源氏物語』に関す
る情報発信の中核施設として、源氏物語ミュージアムが開
館しました。開館 20 周年となる平成 30 年には二度目の
リニューアルを行い、体験型展示と多言語対応の拡充を図
るとともに、オリジナルアニメーションを制作しました。 

 

② 市民の文化芸術活動 
 

宇治市では、市民による主体的な文化芸術活動が盛んに行われています。活動者や
活動団体をつなぐ組織もあり、これらの組織は、活動者間の交流だけでなく宇治市の
文化芸術の発展、向上、普及、振興に取り組まれています。 
また、市民交流ロビーコンサートや宇治市民文化芸術祭の市主催事業等を通して
文化芸術活動の促進や発表の場の創出を図ってきました。 

 

③ 宇治茶の振興 
 

昭和 32年に、宇治茶の振興と茶道の普及を目的に本格的な茶室「対鳳庵（たいほ
うあん）」を整備し、本場の宇治茶に季節のお菓子を添えたお点前を、市民だけでな
く、観光客にも気軽に楽しんでいいただける機会を提供しています。 
また、令和 3年には、史跡宇治川太閤堤跡をはじめ、宇治茶の魅力や宇治の歴史・
文化を情報発信する施設「お茶と宇治のまち歴史公園」を整備しました。 

宇治市源氏物語ミュージアム 
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２-２ 宇治市の文化芸術に関する現状と課題 
 

～市民及び活動者へのアンケートとワークショップの結果から～ 
 

 

・ 親子や若者をはじめ、誰もが参加しやすい、市民のニーズに合ったイベント等の開
催が求められています。 

・ 子どものころから文化芸術に触れる機会を創出し、心豊かな人間性を育むことが
求められています。 

・ 身近にある文化芸術を再認識し、市民が誇りを持てるような取り組みの推進及び
次世代への継承が求められています。 

 
 
 

・ 各団体の会員数の減少などによる活動の維持が不安視されており、継続的な活動
ができるような支援が求められています。 

・ 若い世代との交流をはじめ、団体・事業者等との様々な交流、分野を越えた交流に
より新たな文化芸術を生み出し、活発な活動ができるような取り組みが求められ
ています。 

・ 計画的な施設運営・改修等による施設の利便性の向上や、活動しやすい環境の整備
が求められています。 

・ 活動の充実や向上・継続等のために、活動者だけでなく活動を支える人たち、鑑賞
する人たちを増やしていく取り組みが求められています。 

・ 活動者を増やすための方策の検討、文化芸術活動の担い手・支え手の育成、市民全
体に対する文化芸術への意識の醸成等が求められています。 

 

 
 

・ 古より育まれてきた豊かな歴史や文化資源、宇治川に代表される豊かな景観等の
さらなる活用及び魅力発信が求められています。 

・ アニメーションの舞台や任天堂博物館（仮称）の整備等により生まれる宇治市の文
化芸術を国内外へ発信し、新たな宇治市の魅力を伝えていくことが求められてい
ます。 

・ 様々な分野、大学や企業等との連携や既存の文化芸術と新しい文化芸術とをつな
ぐ仕組みを創出し、市全体で文化芸術を盛り上げていく必要があります。 
 
 

 
・ 多くの情報がある中で、必要な人に必要な情報が届く仕組みづくりが求められて
います。 

・ 広報誌や SNS 等、多様な情報媒体を活用した効果的な情報発信が求められていま
す。  

（１）市民が気軽に文化芸術に触れ、参加できる機会について 

（２）市民の文化芸術活動について 

（３）市の文化芸術や文化資源の活用について 

（４）文化芸術の情報発信について 
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第３章 計画の目指す姿と施策体系 

 
宇治市文化芸術振興条例の基本理念にのっとり、「文化芸術がつむぐ ひと・まち・みら

い」を目指す姿とします。 
宇治市の文化芸術をとりまく現状やアンケート等による課題を踏まえた上で、宇治市文

化芸術振興条例に規定する施策の推進を、本計画の５つの取り組む柱に位置付け、計画的に
施策を推進し、宇治市、市民、文化芸術団体、事業者がそれぞれの責務・役割を果たしなが
ら、協働して「文化芸術がつむぐ ひと・まち・みらい」を目指します。 
 

 
３-１ 目指す姿 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇治市には、永い時間をかけてつむがれてきた素晴らしい文化芸術があります。平等院・
宇治上神社等、宇治川を骨格とした景観、『源氏物語』や宇治茶等の恵まれた文化資源やア
ニメーションの舞台となるなどの新しい魅力を活かして、これまでまちづくりを進めてき
ました。引き続き、市内外へ宇治市の文化芸術に関する情報発信を通じて、魅力あるまちづ
くりに取り組んでいきます。 
また、宇治市では長年にわたり、市民の自主的で創造的な文化芸術活動が活発に行われて

います。市民による文化芸術活動により、人びとがつながり、地域での活動などを通じて、
宇治市は活性化されてきました。 
しかしながら、宇治市の文化芸術活動を担ってきた人材の減少や、新型コロナウイルス感

染症の影響等により活動全体が縮小してしまい、不安視する声も聞こえてきます。目まぐる
しく変わる社会情勢の中で、宇治市の文化芸術を絶やさぬよう、取り組んでいく必要があり
ます。 
文化芸術に触れる、活動する基盤づくりを進め、文化芸術を軸にした協働や交流が活発に

なることで人びとがつながり、ひいては地域の絆・まちづくりへとつなげるため、宇治市は、
「文化芸術がつむぐ ひと・まち・みらい」の実現に向け、５つの柱に沿って、市民・文化
芸術団体・事業者と協働して取り組みを推進します。  

文化芸術がつむぐ 

みらい 
まち 

ひと 
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３-２ 基本理念 
 

 
 

 

 
 

宇治市では、市民による演奏会や展示会等の文化芸術活動が盛んに行われています。ま
た多くの市民が暮らしを豊かにするため、文化芸術は必要だと感じています。 
文化芸術活動に携わる市民同士の垣根を越えた交流の輪が広がることで、より多彩な
文化芸術活動が創造され、活力や魅力にあふれる宇治のまちの醸成を目指します。 
活動者・文化芸術団体だけでなく、市民や事業者等がその活動を尊重することで、理解
の輪とすそ野を広げ、まち全体の活性化を目指します。 

 

 

 
 
 

 

 

 

 
 

 

 
宇治市は平等院・宇治上神社等、多くの文化財や宇治川を骨格とした景観、『源氏物語』
や宇治茶等、日々の生活に文化芸術が密接に関わっています。優れた文化芸術に囲まれた
環境を活かし、子どものころから文化芸術に触れる機会を創出し、全ての市民が豊かな心
を育むことができるまちを目指します。 
さらに継続的な文化芸術活動や、高い技術指導を受けることのできる機会を支援する
とともに、若者の優れた活動の表彰を通じて、国内外で活躍できる次世代の芸術家育成や、
伝統文化の継承を図ります。 
また、年齢や障害の有無等に関わらず、誰もが文化芸術の鑑賞・体験ができるよう環境
の整備に努めます。 

 

  

文化芸術を行うものの自主性・創造性の尊重 《認め合う・高める》 

（宇治市文化芸術振興条例 第 3 条 第 1 項） 

文化芸術の振興に当たっては、文化芸術活動を行う市民、文化芸術団体及び事業者それ

ぞれの自主性及び創造性が尊重されなければならない。 

文化芸術を鑑賞・参加・創造する機会の充実 《感じる・育む》 

（宇治市文化芸術振興条例 第 3 条 第 2 項） 

文化芸術の振興に当たっては、文化芸術を創造し、享受することが人々の生まれながらの

権利であることに鑑み、市民が文化芸術を鑑賞し、これに参加し、又はこれを創造すること

ができるような環境の整備が図られなければならない。 
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宇治市には、古くからある文化資源や市民による自主的・創造的な文化芸術活動があり、
さらにアニメーションの舞台になるほか、任天堂博物館（仮称）など新たな文化資源の整
備が予定されています。それらが相互に連携をすることで新しい文化芸術活動の創出が
期待できます。 
関係団体や企業、様々な分野と連携し文化芸術活動の活性化を図り、イベントや交流の
場を創出することで、文化芸術を軸にしたにぎわいのあるまちを目指します。 
さらに、様々な状況に対応できる柔軟な文化芸術活動に対する取り組みを支援し、広報
誌や SNS等を活用した効果的な広報を通じて、魅力あるまちづくりを目指します。 
 

 

３-３ それぞれの責務と役割 

 
宇治市、市民、文化芸術団体、事業者は、「宇治市文化芸術振興条例」の基本理念にの
っとり、それぞれの責務と役割を果たしていきます。 
 
① 宇治市の責務 
市は、文化芸術の振興を図るための施策を推進することを責務とします。 
 

② 市民の役割 
市民とは市内に居住、勤務、もしくは在学する者、または市内において文化芸術活
動を行う者をいいます。 
文化芸術の担い手として、自主的かつ創造的な文化芸術活動を行うとともに、その
活動を相互に理解し、尊重するように努めることを役割としています。 
 

③ 文化芸術団体の役割 
文化芸術団体とは市内において文化芸術活動を行う団体をいいます。 
文化芸術の担い手として、自主的かつ創造的な文化芸術活動を一層促進するとと

もに、地域社会の一員として、文化芸術活動の活性化に努めることを役割としています。  
 

④ 事業者の役割 
事業者とは市内に事務所または事業所を有する法人その他の団体及び市内で事業
を行う個人をいいます。 
地域社会の一員として、文化芸術活動の活性化に努めることを役割としています。 

様々な協働による文化芸術活動の促進 《つながる・ひろがる》 

（宇治市文化芸術振興条例 第 3 条 第 3 項） 

文化芸術の振興に当たっては、本市、市民、文化芸術団体及び事業者が協働して文化芸

術活動の促進が図られなければならない。 
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３-４ 計画の施策体系  

取り組む柱 取り組みの方向性 

１ 機会の充実 ■ 誰もが文化芸術を鑑賞する機会の提供 

■ 暮らしの中で文化芸術に出会い・触れる機会の充実 

２ 交流の促進 

■ 市民、文化芸術団体、事業者との連携促進 

■ 文化芸術活動者等の世代を越えた交流の促進 

■ 観光・まちづくり・国際交流・福祉・教育・産業等の様々な結びつ

きによる文化芸術活動の促進とまちの活性化 

３ 活動の促進 ■ 文化芸術活動を行う環境の整備 

■ 高齢者・障害者・青少年の文化芸術活動の促進 

４ 担い手・支え 
手育成 

■ 次世代への文化芸術の継承 

■ 文化芸術に携わる人材の育成 

■ 子どもや若者の感性を育み、磨く 

５ 情報の発信 
■ 『源氏物語』や宇治茶をはじめとした文化資源を活かしたまちづく

りによる魅力発信 

■ 多様な情報媒体を利用した文化芸術に関する情報の発信 

～基本理念～ 

文化芸術を鑑賞・参加・ 

創造する機会の充実 

《感じる・育む》 

 

様々な協働による 

文化芸術活動の促進 

《つながる・ひろがる》 

文化芸術を行うものの 

自主性・創造性の尊重 

《認め合う・高める》 

文化芸術がつむぐ ひと・まち・みらい 
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第４章 文化芸術の施策展開 
 

 

４-１機会の充実 
 
 

文化芸術には、プロの公演・芸術作品に触れるなどの特別な体験を通じて感じることので
きる「特別感」と、地域の文化資源や環境、市民による日々の文化芸術活動や暮らしの中に
息づいている衣食住に関わるもの等、身近に感じることのできる「日常感」の２つの面があ
ります。 
様々なイベントなどを通じて、文化芸術の「特別感」と「日常感」に市民が出会い、気づ

き、触れる機会を増やし、文化芸術のすそ野を広げることを目指します。 
 

 

■誰もが文化芸術を鑑賞する機会の提供 
 

親子向け事業やバリアフリー事業等を通じて、子ども、子育て世代、高齢者等の年齢、
さらには性別や障害の有無に関わらず、誰もが文化芸術に親しみを持つことができるよ
う鑑賞する機会の提供に取り組みます。 
また、文化財やそれらを含む街なみや景観等の地域の文化資源、鑑賞や文化芸術活動を
行う施設等を活かして、誰もが文化芸術に触れることのできる機会の充実を図ります。 
加えて、文化センターなどにおけるプロの公演などを通じて、市民が文化芸術に触れる
機会や関心を高める取り組みの充実を図ります。 

 
■暮らしの中で文化芸術に出会い・触れる機会の充実 
 

暮らしの中に息づく衣食住などの生活文化、お祭りなどの年中行事を通じた文化を認
識し、理解を深める機会の充実やその継承に取り組みます。 
さらに、市民による文化芸術活動が身近に鑑賞できるよう文化芸術があふれるまちづ
くりに努めます。 
また、市民に身近な場所で日常的に文化芸術に触れる機会を充実することで、文化芸術
に親しめるよう努めます。 
加えて、新型コロナウイルス感染症の影響により、文化芸術を鑑賞することが難しい中
でも、YouTube などの様々な情報媒体を活用することで、市民が継続して文化芸術に触
れることができるよう努めます。 

  

機会の充実 取り組む柱 １ 
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【事業の方向性】 
・ 地域の文化資源や環境を活かした、誰もが文化芸術に触れる機会の提供 
・ 文化芸術の「特別感」を感じるためのプロの公演などの充実 
・ 子どもと一緒に楽しむことのできる事業等、誰もが鑑賞できる機会の提供 
・ 市民の文化芸術活動や暮らしの中に息づく「日常感」のある文化芸術の情報発信 
 
【数値目標】※１ 

評価指標 現状値 目標値 
暮らしを豊かにするうえで文化芸術を必要と思う市民
の割合 

79.9％ 85％ 

文化芸術を鑑賞している市民の割合 74.9％ 81％ 

市民交流ロビーコンサートの観覧者数 
3,780 人 
※２ 

4,300 人 

※１ 現状値において、特別の記載のないものは、すべて宇治市文化芸術振興基本計画策定
のためのアンケート調査（令和３年度実施）によります。 

※２ 新型コロナウイルス感染症の影響前の値として、平成 30 年度分を記載しています。 
 
 

 
 

  

市民交流ロビーコンサート 

市営茶室対鳳庵 
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４-２交流の促進 

 
世代や地域を越えた広域的な文化芸術活動者間の交流や活動をしている人と活動をして

いない人の交流により、新たな文化芸術活動や活動者が増えるよう様々な取り組みを促進
します。 
さらに、それぞれの分野を越えた交流を活発に行えるようネットワークを構築します。文

化芸術を基軸とした横断的な連携を目指し、まちづくり、地域づくりにつながるよう取り組
むとともに、文化芸術そのもの及びその活動への理解が深まるよう取り組みます。 
 

 

■市民、文化芸術団体、事業者との連携促進 
 

市民、文化芸術団体、事業者がそれぞれの役割を果たせるよう、宇治市は「宇治市文化
芸術振興条例」の基本理念にのっとり、文化芸術の振興を図るための施策を推進します。 
さらに、市民や文化芸術団体・文化芸術活動者と事業者等、様々な連携や協働ができる
ようネットワークの構築など交流の仕組みづくりを通じて、文化芸術活動の活性化を図
ります。 

 
■文化芸術活動者等の世代を越えた交流の促進 
 

宇治市民文化芸術祭などの様々な文化芸術活動を通じて、世代を越えた活動ができる
よう取り組みます。また世代を越えた交流により、新たな文化芸術の創造ができるよう支
援します。 
活動者や鑑賞者等が、文化芸術を通した交流を行えるような機会を創出することで、市
民が文化芸術に親しめるよう取り組みます。 
 
■観光・まちづくり・国際交流・福祉・教育・産業等の様々な結びつきによる文
化芸術活動の促進とまちの活性化 

 

観光・まちづくり・国際交流・福祉・教育・産業等との結びつきを強め、地域や分野を
越えた新たな文化芸術事業の展開や、様々なイベントの開催を推進し、文化芸術活動の活
性化に努めます。 
さらには、学校、地域、企業等との幅広い連携・協働により、文化芸術を軸にしたひと
のつながり、地域のつながりへと広げ、文化芸術を活かしたまちの活性化に努めます。 
 
 
 
 
 

  

交流の促進 取り組む柱 ２ 
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【事業の方向性】 
・ 文化芸術を基軸にした様々な団体・地域とのネットワークの構築 
・ 宇治市民文化芸術祭等での世代や地域、文化芸術団体間の分野を越えた交流、創作
活動の推進 

・ 様々な分野と連携した文化芸術にかかわるイベント開催の推進 
 
【数値目標】 

評価指標 現状値 目標値 
宇治市民文化芸術祭の来場者数 
（舞台の部・展示の部 合算） 

6,400 人 
※１ 

7,500 人 

※１ 新型コロナウイルス感染症の影響前の値として、令和元年度分を記載しています。 
 
 

 
  

宇治十帖スタンプラリー 

宇治市民文化芸術祭 
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４-３活動の促進 
 

 
宇治市では、長年にわたり、市民による主体的・積極的な文化芸術活動が行われており、

それらが、宇治市の文化芸術の礎を築いてきました。引き続き、市民がその文化芸術活動に
積極的に取り組めるよう、より充実した活動ができるよう環境の整備を図ります。 
さらに、市民文化の向上、生涯学習の振興及び市民福祉の増進等の拠点としての宇治市文

化センターなどを引き続き有効活用するとともに、継続的かつ安定的な運営に努めます。 
そして、子ども、子育て世代、高齢者等の年齢、性別、障害の有無等に関わらず、誰も

が文化芸術活動に取り組めるよう交流や発表の機会の創出に取り組みます。 
加えて、文化芸術団体の活動の発表を通して、文化芸術活動への理解を深めていき、地

域などでの活動の促進を図ります。 
 

 

■文化芸術活動を行う環境の整備 
 

文化芸術に親しむための文化施設の利便性の向上及び利用しやすい環境の整備に努め
るとともに、民間施設やその他の施設等の情報を発信し、活動の活性化を図ります。さら
に、宇治市文化センターの有効活用や利用促進に努めます。 
また、文化芸術活動の活性化のため、文化芸術活動に関する表彰の検討を進めます。 
さらに、新型コロナウイルス感染症の影響の中でも、活動が継続できるようインターネ
ットを用いた文化芸術活動に取り組みやすい環境の整備に努めます。 

 
■高齢者・障害者・青少年の文化芸術活動の促進 
 

子どもや子育て世代、高齢者等の年齢や性別等に関わらず活動ができるよう、学校や地
域、その他団体等と連携し、誰もが文化芸術活動に参加しやすい取り組みを推進します。 
さらに障害の有無に関わらず文化芸術活動に参加できるよう、ハード・ソフト両面にわ
たるバリアフリーに対する取り組みや相互理解を深め、ノーマライゼーションの理念の
実現に向けて、関係団体などと連携し必要な支援の充実や情報の発信に取り組みます。 
また、青少年が宇治市で文化芸術活動に取り組みやすいよう既存の文化芸術活動の発
信や新しい文化芸術活動が取り組みやすい環境の整備に努めます。 

  

活動の促進 取り組む柱 ３ 
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【事業の方向性】 
・ 文化施設等の環境の整備 
・ インターネットを活用した活動支援や鑑賞機会の提供 
・ 高齢者や障害者等の様々なバリアフリーへの理解を深める取り組み 
・ 高齢者や障害者等のイベントでの発表の機会の提供 
 

【数値目標】 
評価指標 現状値 目標値 

文化芸術活動をしている市民の割合 
29.8％ 
※１ 

36％ 

文化センター利用者数 
137,194 人 
※２ 

150,000 人 

※１ 宇治市文化芸術振興基本計画策定のためのアンケート調査（令和３年度実施）により
ます。 

※２ 新型コロナウイルス感染症の影響前の値として、平成 30 年度分を記載しています。 
 

 
 

 
 
 

 
 
  

宇治市文化芸術活動動画配信事業 
動画撮影・動画編集講座 

宇治市文化センター 
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４-４担い手・支え手育成 
 

 

宇治市の文化芸術を継承し、さらに発展させていくためには、次世代に文化芸術に関する
理解を深めるための学習や、鑑賞・体験の機会を通じて、担い手の育成をしていくことが重
要です。そのために、子どもや若者への文化芸術に関する情報の発信を通して、鑑賞の機会
の提供、文化芸術活動に参加を促す様々な取り組みを行います。 
また、プロの芸術家や指導者に直接教わることで次世代の芸術家が育つ環境の充実を図

るとともに、市民が本格的な文化芸術に触れるきっかけづくりを推進します。 
若者の文化芸術に関する意識の高揚や振興のため、優れた成績を収めた者等の表彰をし、

次世代の活動者を応援する取り組みを推進します。 
さらには、活動者だけでなく、活動を支える人材の育成についても取り組みます。 

 

 

■次世代への文化芸術の継承 
 

宇治茶の振興や源氏物語のまちづくり等を通じて宇治市で守り育ててきた文化芸術を、
宇治市独自の文化芸術として次世代へ継承していくため、文化財に関する講座などに取
り組むとともに、文化財等の適切な保存・管理を行い、観光などへの活用・市民への情報
発信をしていきます。 
次世代への継承にあたっては、家庭などの身近な場や、小中学校を含む教育機関等と連
携する中で、鑑賞や体験をきっかけに、文化芸術に関心をもってもらうことで、担い手の
育成につなげます。 
 
■文化芸術に携わる人材の育成 
 

誰もが文化芸術の鑑賞や活動に参加しやすい環境づくりを通して、文化芸術やそれに
関わる技術の継承ができるよう人材の育成を支援するとともに、創造的な文化芸術活動
を行う人材を発掘しその活動を支援します。 
また、文化芸術活動を支え、団体等の運営をサポートする人材の育成に努めます。さら
に、大学などと連携し、学生や市民とともに活動できる仕組みを作り、次世代の文化芸術
活動の支え手を育成する基盤づくりを推進します。 

  

担い手・支え手育成 取り組む柱 ４ 
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■子どもや若者の感性を育み、磨く 
 

子どもや若者が身近な文化芸術を鑑賞し、また学校をはじめ様々な団体などとの連携
を通して、子どものころから文化芸術に触れる機会を創出し、文化芸術への理解及び関心
を高めることで、文化芸術のすそ野を広げる取り組みを推進します。 
また、高い質を持った文化芸術に触れる機会や体験を通じて、感性を育み、磨いていく
ことで、子どもたちの人間性を豊かにしていき、宇治市に愛着と誇りを持てるよう取り組
みを推進します。 
さらに、文化芸術活動に関して、優秀な成績を収めた者または顕著な成績を挙げた者等
の表彰を通じて若者の文化に関する意識の高揚や振興を図ります。 

 
【事業の方向性】 
・ 文化財に関する講座の開催 
・ 文化財等の適切な保存・管理の実施と、観光などへの活用・市民への情報発信 
・ 対鳳庵を活用した茶道体験や鵜飼等、宇治市ゆかりの伝統文化体験の実施 
・ お茶と宇治のまち歴史公園での、宇治の歴史・文化などを知っていただくための
様々な体験プログラム等での情報発信 

・ プロの芸術家や指導者による子どもや青少年への指導機会の提供 
・ ジュニア文化賞、ジュニア文化奨励賞等による文化芸術活動への表彰 
 
【数値目標】 

※１ 宇治市文化芸術振興基本計画策定のためのアンケート調査（令和３年度実施）により
ます。 

※２ 現状値は令和３年１２月時点のものです。 
  

評価指標 現状値 目標値 
（高校生以下の）同居の子の暮らしを豊かにするうえ
で文化芸術を必要と思う市民の割合 

79.6％ 
※１ 

86％ 

宇治市少年少女合唱団 団員数 
36 人 
※２ 

50 人 

宇治市少年少女合唱団 
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４-５情報の発信 
 

 

宇治市には、平等院・宇治上神社等、宇治川を骨格とした景観、『源氏物語』や宇治茶等
の恵まれた文化資源やアニメーションの舞台となるなどの多くの魅力があります。 
市民が宇治市の魅力を認知し、誇りを持てるよう、効果的な情報発信に取り組みます。 
また、観光やまちづくり等の様々な分野と連携し、国内外へ宇治ブランドを発信すること

で宇治市の魅力を伝える取り組みを進めます。 
さらに、情報があふれている現代の中で、必要な人に必要な情報が届くよう、SNS 等の

多様な情報媒体を利用した効果的な情報発信に努めます。 
 

 

■『源氏物語』や宇治茶をはじめとした文化資源を活かしたまちづくりによる 
魅力発信 

 

『源氏物語』、宇治茶や歴史、文化等の重要な文化資源を守り伝え、またそれらの活用
及びアニメーションなどの新たな文化資源の情報発信を通じて、市民にも宇治市の魅力
を再認識してもらえるよう取り組みます。 
源氏物語ミュージアム、歴史資料館やお茶と宇治のまち歴史公園等での展示や講座・体
験プログラムを通じて、宇治市の魅力を市民をはじめ多くの方に伝え、さらに国内外へ発
信することで、魅力あるまちづくりに努めます。 
 
■多様な情報媒体を利用した文化芸術に関する情報の発信 
 

様々な情報がある中で、必要な人に必要な情報が届くよう市政だよりの発行、わかりや
すいホームページの作成や SNSの活用等、多様な情報媒体を利用して情報発信をし、誰
もが文化芸術に関する情報を得られるよう取り組みます。 
また、新型コロナウイルス感染症の影響の中でも、感染対策を取りつつ、市民が文化芸
術に触れ、また市民の文化芸術活動を知っていただけるよう、YouTube 等多様な情報媒
体を活用し、様々な文化芸術に関する情報の発信に努めます。 
 

  

情報の発信 取り組む柱 ５ 
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【事業の方向性】 
・ 市政だよりや市公式 SNSの活用による宇治市の文化資源や魅力の情報発信 
・ 宇治市の魅力の積極的な広報及び新しい文化資源を創出する取り組みの支援・情報発信  
・ YouTube 等の動画を活用した情報発信 
 
【数値目標】※１ 

評価指標 現状値 目標値 

宇治市文化芸術活動おうえんチャンネル動画総再生回数 34,219 回 210,000 回 

宇治市公式 LINE で「まなび_文化」を通知設定している人 679 人 1,150 人 

※１ 現状値は、令和３年１２月時点のものです。 
 

 
  

宇治市文化芸術活動おうえんチャンネル 

お茶と宇治のまち歴史公園 
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第５章 計画の推進 

 
「第３章 計画の目指す姿と施策体系」で記載したとおり、宇治市の責務に加えて、市民・

文化芸術団体・事業者がそれぞれの役割を果たしつつ、連携・協働して文化芸術の振興を推
進していきます。 
また、計画を着実に推進していくために、進捗状況の把握や各取り組みの検証・評価等を

行います。 
 
（１）市民等による文化芸術の推進体制 
市民の文化芸術活動を発展させていくことや、計画に基づく取り組みの実施状況につい

て様々な見地から検討を行うため、（仮称）宇治市文化芸術推進委員会（以下「委員会」と
いう）を設置します。委員会は学識経験者、文化芸術関係団体の構成員、文化芸術活動をし
ている市民等で構成され、計画の推進に関することのほか、宇治市の文化芸術の推進全般に
係る事項について意見交換や協議等を行います。委員会を定期的に開催し、各取り組みの進
捗確認や評価を報告し、委員会での意見を踏まえながら文化芸術を推進していきます。 
 
（２）庁内連携による文化芸術の推進体制 
宇治市では行政の様々な分野に文化芸術の要素を取り入れ、文化行政を総合的に推進す

るため、庁内組織として（仮称）宇治市文化芸術推進庁内連絡会議（以下「連絡会議」とい
う）を設置します。文化芸術の振興に関する施策が効率的・効果的に実施されるよう、連絡
会議を活用して課題や情報の共有を図るとともに、庁内で連携して取り組みを進めます。 
 
（３）計画や取り組みの周知 
計画を含め、宇治市の文化芸術の振興について、文化芸術活動の担い手である市民・文化

芸術団体等に広く周知を図るため、広報誌やホームページ、SNS 等の媒体や各種事業を通
じて、情報発信を行います。 
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１.文化芸術に関する市民の意識（アンケート調査結果） 

 

（１）市民アンケート調査 
 

① 調査の対象 
18 歳以上の無作為抽出の市民 2,000 人 

② 調査の期間 
令和３年８月 12日（木）～８月 27 日（金） ※８月 30 日（月）まで受付 

③ 調査の方法 
郵送・オンラインを併用して実施しました。（無記名方式） 

④ 調査の項目 
文化芸術の鑑賞、活動の実態、目的、市の文化芸術事業の周知度、取り組みの方向
性など 

⑤ 調査の回収状況 

調査対象 調査方法 
調査数 

（件） 

有効回答数（件） 
有効回答率 

（％） 

※参考 

ネット回答 

割合（％） 
郵送回答 ネット回答 合 計 

市 民 
郵送 

オンライン 
2,000 607 114 721 36.1 15.8 

  〇 回答は各質問の回答者数（N）を基数とした百分率で示しています。 
  〇 百分率は小数点以下第 2位を四捨五入して算出しているため、百分率の合計が

100％にならないことがあります。 
  〇 １つの質問に２つ以上答えられる“複数回答可能”の場合は、回答比率の合計が

100％を超える可能性があります。 
 
 
（２）市民アンケート調査結果の要約 
 

① 文化芸術の必要性 
暮らしを豊かにするうえで、文化芸術は必要だと思うかをみると、約 80％が必要
だと認識しています。 

■暮らしを豊かにするうえで、文化芸術は必要だと思うか 

 
  

79.9% 1.9% 16.2% 1.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

(N=721)

必要だと思う 必要でない どちらでもない・わからない 無回答
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② 文化芸術の「鑑賞」や「活動」 
・鑑賞 
過去３年間に鑑賞した文化芸術では、「映画、アニメーション、コンピュータや映
像を活用したアート」（41.7％）、「絵画、彫刻、工芸、陶芸、写真」（30.9％）、「文化
財、遺跡、歴史的な街並み」（30.8％）が上位となっている一方で、「鑑賞していな
い」は 24.5％となっています。 
また、過去３年間に何らかの文化芸術を鑑賞した人は 540 人で、全体の 74.9％と
なっています。 
 

■過去３年間に鑑賞した文化芸術（複数回答） 

 
 

  

29.4%

8.2%

30.9%

41.7%

5.3%

5.7%

8.6%

6.5%

30.8%

2.5%

24.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

オーケストラ、吹奏楽、オペラ、合唱、

ポップス、ジャズ、ロック等の音楽

ミュージカル、バレエ、ダンス

絵画、彫刻、工芸、陶芸、写真

映画、アニメーション、コンピ

ュータや映像を活用したアート

講談、落語、浪曲、漫談、漫才

雅楽、能楽、文楽、歌舞伎

茶道、華道、書道

地域の人々によって行

われる民俗芸能、祭り

文化財、遺跡、歴史的な街並み

その他

鑑賞していない

(N=721)
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「鑑賞していない」の主な理由は、「鑑賞したいと思う内容や、興味をひく催しが
ない」（32.8％）、「時間が合わない」（26.0％）、「テレビ・ラジオ・CD・DVD・イン
ターネットなどの鑑賞で十分だから」（20.3％）など、個人の興味・嗜好や時間が上
位になっています。 
 
■文化芸術を鑑賞していない主な理由（３つ以内で複数回答） 

 

  

32.8%

6.2%

26.0%

18.6%

13.6%

18.1%

5.6%

20.3%

11.3%

14.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

鑑賞したいと思う内容や

、興味をひく催しがない

鑑賞する場がない

時間が合わない

必要な情報が入手できない

一緒に鑑賞する仲間がいない

鑑賞するための費用が高い

（入場料・交通費など）

小さな子どもを連れて行けない

テレビ・ラジオ・CD・DVD・インタ

ーネットなどの鑑賞で十分だから

文化芸術に興味・関心がない

その他

(N=177)
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・活動 
過去３年間に参加した文化芸術に関わる活動をみると、「絵画、彫刻、工芸、陶芸、
写真」（11.0％）が最も多く、次いで「オーケストラ、吹奏楽、オペラ、合唱、ポッ
プス、ジャズ、ロック等の音楽」（8.2％）、「茶道、華道、書道」（6.7％）となっ
ています。 
また、過去３年間に何らかの文化芸術に関わる活動をした人は 215 人で、全体の
29.8％となっています。 

 

■過去３年間に参加した文化芸術に関わる活動（複数回答） 

 
  

8.2%

1.9%

11.0%

2.5%

0.6%

1.2%

6.7%

1.7%

3.1%

3.2%

4.6%

63.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

オーケストラ、吹奏楽、オペラ、合唱、

ポップス、ジャズ、ロック等の音楽

ミュージカル、バレエ、ダンス

絵画、彫刻、工芸、陶芸、写真

映画、アニメーション、コンピ

ュータや映像を活用したアート

講談、落語、浪曲、漫談、漫才

雅楽、能楽、文楽、歌舞伎

茶道、華道、書道

小説・句・詩などの創作活動

地域の人々によって行

われる民俗芸能、祭り

インターネット・ＳＮＳ上

での創作活動（YouTube等）

その他

活動していない

(N=721)
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③ 文化芸術の鑑賞・活動の目的 
文化芸術を鑑賞・活動する目的では、「好きだから・楽しいから」（81.9％）、「日常
生活に潤いを与えてくれるから」（58.6％）、「生きがいのため」（34.0％）が上位を占
めています。 

■文化芸術を鑑賞・活動する目的（複数回答） 

 
 
 

④ 高校生以下の文化芸術の必要性 
同居の子の暮らしを豊かにするうえで、文化芸術は必要だと思うかをみると、「必
要だと思う」が約 80％となっています。 

■同居の子の暮らしを豊かにするうえで、文化芸術は必要だと思うか 

 
  

81.9%

58.6%

34.0%

20.5%

29.3%

30.2%

11.6%

7.4%

4.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

好きだから・楽しいから

日常生活に潤いを与えてくれるから

生きがいのため

健康のため

友人・仲間づくりのため

上手になりたいから

発表や展示会などのため

次世代への継承のため

その他

(N=215)

79.6% 0.4% 10.7% 9.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

(N=225)

必要だと思う 必要でない どちらでもない・わからない 無回答
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⑤ 高校生以下が文化芸術に親しむために必要な取り組み 
同居の子が文化芸術に親しむために必要な取り組みをみると、「鑑賞する機会をつ
くる」（30.2％）、「低料金で参加できるようにする」（26.7％）、「体験し、創造的な活
動をする機会をつくる」（25.3％）が上位となっています。 

■同居の子が文化芸術に親しむために必要な取り組み（３つ以内で複数回答） 

 

  
30.2%

25.3%

6.2%

17.8%

23.6%

26.7%

9.3%

9.8%

13.8%

1.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

鑑賞する機会をつくる

体験し、創造的な活動

をする機会をつくる

地域の歴史や文化に親しむ機会をつくる

情報をわかりやすく提供する

身近な施設や場所で実施する

低料金で参加できるようにする

音楽や美術など学習する機会の充実

地域の祭りなど地域に密着した伝

統的な文化体験の機会を提供する

親子で楽しめる催しを増やす

その他

(N=225)
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⑥ 文化芸術に親しむ市民を増やす取り組み 
文化芸術に親しむ市民を増やすために必要な取り組みをみると、「気軽に親しめ
る・楽しめる場の充実」（69.1％）、「鑑賞・活動する場所・機会に関する情報発信の
充実」（41.2％）、「体験や触れる機会の充実」（37.6％）が上位を占めています。 

■文化芸術に親しむ市民を増やすために必要な取り組み（３つ以内で複数回答） 

 
  

69.1%

37.6%

14.8%

6.7%

41.2%

11.2%

21.5%

7.5%

4.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

気軽に親しめる・楽しめる場の充実

体験や触れる機会の充実

活動や発表する場の充実

団体の活性化

鑑賞・活動する場所・機会

に関する情報発信の充実

学習する機会の充実

地域芸能や祭りなどの継承・保存

特になし

その他

(N=721)
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２.文化芸術に関する活動者の活動内容と意識（アンケート調査結果） 

 

（１）活動者アンケート調査 
 
① 調査の対象 

宇治市芸術文化協会会員、宇治市音楽連盟会員、公民館やコミュニティセンター
等での活動者（68 団体・人） 

② 調査の期間 
令和３年８月 12日（木）～８月 27 日（金） ※８月 30 日（月）まで受付 

③ 調査の方法 
郵送・オンライン及び、公民館やコミュニティセンター等にも配架して実施しま
した。（無記名方式） 

④ 調査の項目 
文化芸術の鑑賞、活動の実態、目的、市の文化芸術事業の周知度、取り組みの方向
性など 

⑤ 調査の回収状況 

調査対象 調査方法 
調査数 

（件） 

有効回答数（件） 
有効回答率 

（％） 

※参考 

ネット回答 

割合（％） 
郵送回答 ネット回答 合 計 

活動者 
郵送 

オンライン 
68 42 

21 94 ― 22.3 
配架 ― 31 

  〇 回答は各質問の回答者数（N）を基数とした百分率で示しています。 
  〇 百分率は小数点以下第 2位を四捨五入して算出しているため、百分率の合計が

100％にならないことがあります。 
  〇 １つの質問に２つ以上答えられる“複数回答可能”の場合は、回答比率の合計が

100％を超える可能性があります。 
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（２）活動者アンケート調査結果の要約 
 

① 文化芸術活動の分野 
活動分野をみると「オーケストラ、吹奏楽、オペラ、合唱、ポップス、ジャズ、ロ
ック等の音楽」（37.2％）、「絵画、彫刻、工芸、陶芸、写真」（11.7％）、「茶道、華道、
書道」（7.4％）が上位となっています。 

■活動分野 

 
  

37.2%

6.4%

11.7%

1.1%

0.0%

2.1%

7.4%

4.3%

0.0%

1.1%

26.6%

2.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

オーケストラ、吹奏楽、オペラ、合唱、

ポップス、ジャズ、ロック等の音楽

ミュージカル、バレエ、ダンス

絵画、彫刻、工芸、陶芸、写真

映画、アニメーション、コンピ

ュータや映像を活用したアート

講談、落語、浪曲、漫談、漫才

雅楽、能楽、文楽、歌舞伎

茶道、華道、書道

小説・句・詩などの創作活動

地域の人々によって行

われる民俗芸能、祭り

インターネット・ＳＮＳ上

での創作活動（YouTube等）

その他

無回答

(N=94)
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② 文化芸術活動の目的 
文化芸術活動の目的をみると、「好きだから・楽しいから」（80.9％）、「日常生活に
潤いを与えてくれるから」「生きがいのため」「友人・仲間づくりのため」（それぞれ
47.9％）が上位となっています。 

■文化芸術活動の目的（複数回答） 

 
 

  

80.9%

47.9%

47.9%

33.0%

47.9%

26.6%

18.1%

19.1%

1.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

好きだから・楽しいから

日常生活に潤いを与えてくれるから

生きがいのため

健康のため

友人・仲間づくりのため

上手になりたいから

発表や展示会などのため

次世代への継承のため

その他

(N=94)
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③ 文化芸術活動を続けていくうえでの意向 
活動を続けていくうえでの意向をみると、「活動者を増やしたい」（59.6％）、「練習
場所を確保したい」（38.3％）、「発表会等の場所を確保したい」（21.3％）が上位とな
っています。 

■活動を続けていくうえでの意向（３つ以内で複数回答） 

 
  

59.6%

38.3%

21.3%

4.3%

7.4%

19.1%

18.1%

8.5%

6.4%

8.5%

3.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

活動者を増やしたい

練習場所を確保したい

発表会等の場所を確保したい

活動資金（団体資金）増やしたい

活動時間を増やしたい・活動日数を増やしたい

活動を地域に周知するなど、情報発信を行いたい

活動に対する理解を高めたい

他者・他団体と連携したい

学校のクラブ活動と連携したい

指導者を増やしていきたい

その他

(N=94)
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④ 子どもを対象とした文化芸術活動 
子どもが文化芸術に親しむために活動を通してできる取り組みでは、「体験の機会
の提供」（48.9％）、「鑑賞の機会の提供」（43.6％）、「年齢に応じた実演・実技指導」
（23.4％）が上位となっています。 

■子どもが文化芸術に親しむために活動を通してできる取り組み（複数回答） 

 
 
⑤ 情報の入手手段 

文化芸術の催しや活動などに関する情報の入手手段をみると、「市政だより」
（86.2％）、「チラシ・ポスター掲示」（46.8％）、「新聞・地域情報誌」（41.5％）が上
位となっています。 

■文化芸術の催しや活動などに関する情報の入手手段（複数回答） 

 

43.6%

48.9%

23.4%

19.1%

4.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

鑑賞の機会の提供

体験の機会の提供

年齢に応じた実演・実技指導

子どもとともに公演等ができる

その他

(N=94)

86.2%

27.7%

9.6%

2.1%

46.8%

33.0%

41.5%

4.3%

6.4%

6.4%

39.4%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

市政だより

市公式ホームページ

市公式LINE

市公式Facebook

チラシ・ポスター掲示

機関紙（芸文協だより等）

新聞・地域情報誌

テレビ・ラジオ

ホームページ

SNS（Facebook、Twitter等）

家族・知人・友人等からの口コミ

その他

(N=94)
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⑥ 文化芸術に親しむ市民を増やす取り組み 
文化芸術に親しむ市民を増やすために必要な取り組みでは、「気軽に親しめる・楽
しめる場の充実」（62.8％）、「イベント等の体験や触れる機会の充実」（50.0％）、「活
動や発表する場の充実」（47.9％）が上位となっています。 

■文化芸術に親しむ市民を増やすために必要な取り組み（３つ以内で複数回答） 

 
 

 

  

62.8%

50.0%

47.9%

17.0%

43.6%

12.8%

17.0%

11.7%

1.1%

1.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

気軽に親しめる・楽しめる場の充実

イベント等の体験や触れる機会の充実

活動や発表する場の充実

団体の活性化

鑑賞・活動する場所・機会に関する情報発信の充実

学習する機会の充実

地域芸能や祭りなどの継承・保存

活動者間の交流の充実

その他

特になし

(N=94)



38 

 

３.市民・活動者の聞き取り調査の概要 

 

（１）ワークショップ 
宇治市芸術文化協会会員や市民の方から参加者を募り、毎回テーマを定めたグル
ープワークを実施し、意見を聞きました。 

回数 開催日 内容 参加メンバー 参加者数 

１ 令和３年 6月 22日 
・活動の現状と課題 
・目指す姿 

宇治市芸術文化協
会会員 

13 人 

２ 新型コロナウイルス感染症の影響により中止 

３ 令和３年 10月 27 日 ・計画の骨子について 
宇治市芸術文化協
会会員、公募市民 

14 人 

 
① 活動状況等の現状について 
（活動者の現状） 
・ 発表の場の自主運営、自主学習等意欲的に活動されるとともに、互いの活
動や発表を積極的に観に行く等して、活動の維持・継続を支えています。 

・ 会員や講師の高齢化により、活動の先細りや役員などのなり手不足が課
題とされました。 

・ 若い世代との交流など、活動が活性化する取り組みが求められています。 
 

（活動場所の現状） 
・ 市内の公共施設だけでなく、民間・市外の施設も活用され、文化芸術活動
が広域的に取り組まれています。 

・ インターネット予約ができない、活動場所の確保が難しいという意見が
ありました。 

 

（新型コロナウイルス感染症の影響） 
・ 公共施設の休館や夜間使用休止、人数の制限により、思うような活動がで
きない状況になったという意見がありました。 

・ 演奏会や展覧会等が中止・延期となる等、発表の場が少なくなったという
意見がありました。 
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② 活動における課題 
・ 発表などの情報を市民に知ってもらうため、効果的な広報の仕組みが求
められています。 

・ それぞれの役割を果たす中で、誰もが文化芸術活動をしやすい環境づく
りや活動を継続できる仕組みづくりが求められています。 

・ 活動の活性化のため、文化芸術における様々な分野の表彰制度の検討を
進めていくことが求められています。 

 
③ 宇治市の文化芸術をどのようにしていきたいか（目指す姿） 
・ 子どものころから文化芸術に触れ、子どもたちの感性を磨いていくとと
もに、活動者やそれを支える人材の発掘・育成が求められています。 

・ 団体の連携によるコラボレーションを通じて、文化芸術活動全体の盛り
上げや宇治市独自のイベントの開催による発表・活動・交流の促進が求め
られています。 

・ SNS を活用した新たな活動のスタイルやそのための環境の整備が求めら
れています。 

 
④ 施策展開について 
（取り組む柱１－機会の充実） 
・ 宇治市文化センターへのアクセスの改善が求められています。 
・ 宇治市内でプロによる演奏会や展覧会を鑑賞できる機会が少なく、また、
そういった告知が市民に行き届いていないという意見がありました。 

・ 家庭の経済状況等に関わらず、子どもたちが等しく鑑賞・体験の機会が与
えられる環境の整備が求められています。 

 
（取り組む柱２－交流の促進） 
・ 宇治市芸術文化協会全体や市内の活動者・鑑賞者が多様に交流できる仕
組みづくりが求められています。 

・ 一過性の取り組みとならないような他分野とのコラボレーションや発表
の機会が求められています。 

 
（取り組む柱３－活動の促進） 
・ 活動者間の多世代交流が求められています。 
・ 市民の活動にプロの講師を招へいし、活動者からプロを育成してはどう
かという意見がありました。 

・ YouTube を活用し、日々の活動の様子を伝えてはどうかという意見があ
りました。 
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（取り組む柱４－担い手・支え手育成） 
・ 宇治市の恵まれた文化資産を活かした学習の機会の充実が求められてい
ます。 

・ SNS の活用など、積極的に若い世代のニーズを取り入れていく必要があ
るという意見がありました。 

・ 絵画・写真・書道等、様々な分野での表彰制度が求められています。 
 

（取り組む柱５－情報の発信） 
・ 文化芸術情報の一元化、見やすいデザイン等が求められています。 
・ 情報の収集・発信を戦略的に行える人材の育成が求められています。 

 
 
 
（２）宇治学での講座（京都文教短期大学） 

京都文教短期大学の授業「宇治学」で文化芸術に関する授業を行い、学生に宇治市
の文化芸術に関する意見を聞きました。 

開催日 内容 参加メンバー 参加者数 

令和３年 6月 29日 
・宇治市で文化芸術活動
に取り組むためには 

京都文教短期大学
「宇治学」受講生 

42 人 

 
① 宇治市で文化芸術活動をしてみたいか 
・ 「機会があったらしてみたい」「宇治を知ることが出来るのでやってみたい」
「残していくためにやってみたい」という意見がありました。 

・ 難しいものを提供するのではなく、カフェや映えスポットといった場所から、
気軽に文化芸術に触れる機会が求められています。 

・ 「勉強する時間で精一杯」「宇治の文化芸術を知らないのでやってみたいと思
わない」という意見がありました。 

 
② 参加したいと思う文化芸術活動 
・ お祭り、屋台、運動会等子どもから高齢者まで楽しめるイベントが求められて
います。 

・ 写真、美術品、映画、ミュージカル、バレエ、アニメ等様々なジャンルの展示
会が求められています。 

・ 宇治名物のご飯やスイーツ巡り、カフェ等、食べ物を通じて文化芸術に親しむ
機会が求められています。 
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③ 参加しやすくするために求めること 
・ 送迎や参加賞があることが求められています。 
・ 参加費がかからない、あるいは低料金で参加できることが求められています。 
・ SNS やホームページ、ポスター掲示、広告や動画、テレビ、CM等多様な情報
媒体での宣伝が求められています。 

・ 授業内容の一つに取り入れることなどが求められています。 
 

④ 宇治市で文化芸術活動に取り組むために必要なこと 
・ 授業や体験等で、宇治市の文化芸術を知る機会をつくることが求められてい
ます。 

・ 魅力あるイベントの検討や活動しやすい施設の整備が求められています。 
・ 多様な情報媒体にイベントの情報を掲載することが求められています。 
・ 宇治市内にある学校等に文化芸術サークルを増やすことが求められています。 
・ 授業に宇治の文化芸術を学ぶ時間を取り入れることが求められています。 

 
 
 
（３）紫式部文学賞イベント実行委員会 

関係機関・団体等の役職員等で構成される紫式部文学賞イベント実行委員会にお
いて、これまでの施策に対する意見も含め、計画策定にあたっての意見を聞きました。  

開催日 内容 参加者数 

令和３年６月 29 日 
・宇治市文化芸術振興基本計画策定にあた 
って 

15 人 

令和３年８月３日 38 人 

 
① 源氏ろまん事業について 
・ 多くの人が鑑賞や参加できるよう動画配信など様々な手法による機会の提供
が求められています。 

・ 宇治十帖スタンプラリーは、秋だけでなく通年で楽しめるイベントになれば
いいという意見がありました。 

・ 宇治十帖スタンプラリーのこれまでの参加記念品（バッジ）の残りを有効活用
したガチャガチャを設置してはどうかという意見がありました。 

・ 様々なイベントがデジタル化していく中、高齢者なども楽しめるようサポー
ト体制が求められています。 

・ 中学生や高校生の若い世代が運営などに参加できる仕組みづくりが求められ
ています。 

・ 文学だけはなく、他のジャンルを含めた市民のための賞が求められています。 
・ 宇治十帖スタンプラリーを通じて、観光客などへの宇治市の魅力発信が求め
られています。 
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② そのほか 
・ 源氏物語ミュージアムやお茶と宇治のまち歴史公園の活用が求められています。  
・ 子どもたちが、宇治学で学んだことを発信していけるような取り組みが求め
られています。 

・ 『源氏物語』の最後の十帖の地であるということに誇りを持てるような取り
組みが求められています。 

 
 
 
（４）高校生への聞き取り 

宇治市の文化芸術についての若者の意見を計画に反映するため、京都府立莵道高等
学校の文化系の部活動（吹奏楽部、美術部、フォークソング部、放送部）をされて
いる生徒に意見を聞きました。 

開催日 内容 参加者数 

令和３年 11 月 16 日 
・新型コロナウイルス感染症の影響 
・宇治市の魅力やその情報を収集する方法 
・今後の活動について 

8 人 

 
① 新型コロナウイルス感染症の影響について 
・ 練習、地域からの演奏依頼が少なくなったという意見がありました。 
・ 「身近な人に見てもらう発表の場が少ない」「活動自体ができず作品が作れな
い」という意見がありました。 

・ 大会が少なくなり、予選などはテープ審査になり、「他の学校の発表が生で聞
けない」「人前で発表する機会が少なくなった」という意見がありました。 

 
② 情報収集方法ついて 
・ SNS のダイレクトメールでの案内が主流になりつつあるという意見がありま
した。 

・ インターネット検索やアプリ等で情報収集をしているという意見がありまし
た。 

・ YouTube の動画は 5～10 分のものが見やすいという意見がありました。 
 
③ 宇治市の魅力について 
・ 都会すぎず、田舎すぎない、アクセスのいい街であるという意見がありました。 
・ 宇治市にしかないものの宣伝がもっとあればいいという意見がありました。 
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④ 今後の活動等について 
・ 続けたいとは思うが、「楽団に入る」「楽器の購入」等ハードルが高いという意
見がありました。 

・ 「一人ではできない」「練習する（できる）場所を探さないといけない」とい
う意見がありました。 

・ チケットの案内などもあるが、チケットを買ってまで行きたいと思うイベン
トが少ないという意見がありました。 

・ 市内に美術に特化した地域があったらいいという意見がありました。 
・ コンクールや発表の場を増やし、人前で発表できる場が求められています。 
・ 様々な発表の場を通して、地元の方も含め、いろいろな人に見てもらえる機会
の提供が求められています。 

・ 他校やその他の団体との交流の機会が求められています。 
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１.宇治市文化芸術振興条例 

 
○宇治市文化芸術振興条例 

令和元年 12 月 27 日 
条例第 25 号 

宇治は、京都・奈良の中間に位置することから、古代より交通の要衝として発展してきた。
また、宇治川と山々が織り成す風光は歌人たちを魅了し、宇治の情景は多くの歌に詠まれて
きた。平安時代には、貴族の別業の地として栄え、源氏物語宇治十帖の舞台となるなど、華
麗な王朝文化の一端を担った。鎌倉時代に茶の栽培が始まり、室町時代以降は有力な茶の産
地となる。江戸時代、宇治茶が高級茶の代名詞としての名声を確立するとともに、平家物語
などの古典文学作品が広く読まれ、その舞台となった宇治の名も知れ渡ってゆく。 
このように、宇治は、それぞれの時代で新たな特色を生み出し、豊かな文化と伝統、歴史

を築き上げてきた。 
現代に生きる我々の暮らしには、世界遺産をはじめとする多くの文化財、幾千年の時を超

えて滔々と流れる宇治川の清流、豊かな緑と茶園景観、歴史ある町並みなど、魅力ある文化
と伝統、歴史が息づいている。 
これまで培われてきた歴史と豊かな自然を背景とした文化と伝統を守り、育て、磨き、未

来に継承するとともに、自主的かつ創造的な文化芸術活動の促進を図ることにより、お茶と
歴史・文化の香る「ふるさと宇治」を将来にわたり希望と活力に満ちた魅力あふれるまちと
するため、この条例を制定する。 
 
(目的) 

第 1 条 この条例は、文化芸術の振興に関し、基本理念を定め、宇治市の責務並びに市民、
文化芸術団体及び事業者の役割を明らかにするとともに、本市が推進する施策の基本的
事項を定めることにより、本市が市民、文化芸術団体及び事業者と協働して文化芸術の
継承及び発展に努め、並びに文化芸術活動の促進を図り、もって心豊かな市民生活及び
活力ある地域社会の実現に寄与することを目的とする。 
 
(定義) 

第 2 条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところに
よる。 
(1) 文化芸術 文化芸術基本法(平成 13 年法律第 148 号)が対象とするものをいう。 
(2) 文化芸術活動 文化芸術を創造し、享受し、保護し、活用し、継承し、又はこれら
の活動を支援することをいう。 
(3) 市民 市内に居住し、勤務し、若しくは在学する者又は市内において文化芸術活動
を行う者をいう。 
(4) 文化芸術団体 市内において文化芸術活動を行う団体をいう。 
(5) 事業者 市内に事務所又は事業所を有する法人その他の団体及び市内で事業を行う
個人をいう。 
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(基本理念) 
第 3 条 文化芸術の振興に当たっては、文化芸術活動を行う市民、文化芸術団体及び事業
者それぞれの自主性及び創造性が尊重されなければならない。 

2 文化芸術の振興に当たっては、文化芸術を創造し、享受することが人々の生まれながら
の権利であることに鑑み、市民が文化芸術を鑑賞し、これに参加し、又はこれを創造する
ことができるような環境の整備が図られなければならない。 

3 文化芸術の振興に当たっては、本市、市民、文化芸術団体及び事業者が協働して文化芸
術活動の促進が図られなければならない。 
 
(本市の責務) 

第 4 条 本市は、前条に規定する基本理念(以下「基本理念」という。)にのっとり、文化芸
術の振興を図るための施策(以下「施策」という。)を推進するものとする。 
 
(市民の役割) 

第 5 条 市民は、基本理念にのっとり、文化芸術の担い手として、自主的かつ創造的な文化
芸術活動を行うとともに、その活動を相互に理解し、尊重するよう努めるものとする。 
 
(文化芸術団体の役割) 

第 6 条 文化芸術団体は、基本理念にのっとり、文化芸術の担い手として、自主的かつ創造
的な文化芸術活動を一層促進するとともに、地域社会の一員として、文化芸術活動の活性
化に努めるものとする。 
 
(事業者の役割) 

第 7 条 事業者は、基本理念にのっとり、地域社会の一員として、文化芸術活動の活性化に
努めるものとする。 
 
(施策の推進) 

第 8 条 本市は、この条例の目的を達成するために、次の各号に掲げる施策を推進するも
のとする。 
(1) 文化芸術活動を行う機会の充実に関すること。 
(2) 文化芸術活動に係る交流の促進に関すること。 
(3) 高齢者の文化芸術活動の促進に関すること。 
(4) 障害者の文化芸術活動の促進に関すること。 
(5) 青少年の文化芸術活動の促進に関すること。 
(6) 文化芸術の担い手の育成に関すること。 
(7) 文化芸術活動に係る情報の収集及び発信に関すること。 
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(文化芸術振興基本計画) 
第 9 条 本市は、施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、文化芸術の振興に関する基
本的な計画(以下「文化芸術振興基本計画」という。)を策定するものとする。 

2 本市は、文化芸術振興基本計画の策定に当たっては、市民、文化芸術団体及び事業者か
ら広く意見を聴き、これを反映するよう十分配慮するものとする。 

3 本市は、文化芸術振興基本計画を策定したときは、これを公表するものとする。 
4 前 2 項の規定は、文化芸術振興基本計画を変更する場合について準用する。 
 
(委任) 

第 10 条 この条例の施行に関し必要な事項は、市長が定める。 
 

附 則 
この条例は、公布の日から施行する。 
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２.宇治市文化芸術振興基本計画策定委員会設置要項 

 
（目的） 

第１条 「宇治市文化芸術振興条例」第９条第１項に定める「宇治市文化芸術振興基本計画
（以下「計画」という。）」の策定にあたり、専門的な見地から検討を行うため、文化芸
術振興基本計画策定委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

 
（審議事項） 

第2条 委員会は次の各号に掲げる事項について、協議するものとする。 
(1)計画の策定に関すること。 
(2)その他計画策定等に必要な事項に関すること。 

 
（組織） 

第３条 委員会は、委員10人以内で組織する。 
２ 委員は、次の各号に掲げる者のうちから、市長が委嘱する。 
(1)学識経験のある者 
(2)文化芸術関係団体の構成員 
(3)文化芸術活動をしている市民 
(4)その他市長が適当と認める者 

 
（任期） 

第4条 委員の任期は、２年以内とする。ただし、委員に欠員が生じた場合における補欠の
任期は、前任者の残任期間とする。 

2 委員は、再任されることができる。 
 
（委員長） 

第5条 委員会に委員長を置く。 
2 委員長は、委員の互選により決定する。 
3 委員長は委員会を代表し、会務を総理する。 
4 前項の委員長に事故があるとき又は不在のときは、あらかじめ委員長が指名する者が、
その職務を代理する。 

 
（会議） 

第 6条 委員会の会議は、必要に応じ委員長が招集する。 
2 委員会は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。 
 
（意見の聴取） 

第7条 委員会は、必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め、意見を聴くこ
とができる。  
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（庶務） 
第8条 委員会の庶務は、産業地域振興部文化スポーツ課において処理する。 
 
（補足） 

第9条 この要項に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員会に諮って
委員長が定めるものとする。 

 
附 則 

1 この要項は、令和 3年 6月 3 日から施行する。 
2 この要項の施行後の最初の委員会の招集は、第６条第１項の規定にかかわらず、市長
が行う。 

 

 

３.宇治市文化芸術振興基本計画策定委員会 委員名簿 

 
（任期：令和３年７月１９日～令和５年７月１８日） 

氏名 職名等 

門脇 洋子 宇治文化少年団 副団長 

◎滋野 浩毅 京都産業大学 現代社会学部 教授 

柴田 宗啓 宇治市茶道連盟 会長 

〇矢野 友次郎 宇治市芸術文化協会 会長 

山路 興造 元京都市歴史資料館 館長 

山本 淳子 京都先端科学大学 人文学部 教授 

𠮷水 利明 宇治市文化財愛護協会 理事長 

◎委員長、〇委員長職務代理 
オブザーバー 

高橋 和男 京都府文化スポーツ部文化政策室 室長 
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４.計画の取り組む柱に基づく主な事業（令和４年度） 

 

 取り組む柱 主な市の事業 

１ 機会の充実 

・市民交流ロビーコンサート 
・（源氏ろまん）源氏物語セミナー 
・市営茶室対鳳庵 
・生涯学習センター ロビー展示 

２ 交流の促進 
・市民文化芸術祭 
・（源氏ろまん事業）宇治十帖スタンプラリー 
・宇治まなびんぐ 

３ 活動の促進 

・高校生文化芸術祭典 
・（源氏ろまん事業）紫式部市民文化賞 
・文化芸術活動おうえんチャンネル 
・高齢者アカデミー 

４ 
担い手・支え手 
育成 

・少年少女合唱団 
・市ジュニア文化賞・ジュニア文化奨励賞 
・市民茶摘みのつどい 

５ 情報の発信 

・（源氏ろまん事業）紫式部文学賞 
・（源氏ろまん事業）宇治田楽まつり 
・お茶と宇治のまち歴史公園 
・源氏物語ミュージアム、歴史資料館での展示 

 
   ※ 複数の柱に該当する事業は、最も関連のある柱に位置付けをしています。 
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５.計画策定までの経緯 

年月 項目 概要 

令和元年 12 月 27 日 
宇治市文化芸術振興条例の
制定 

・文化芸術の振興に関する基本理念を定 
めた 

令和 3年 5 月 18 日 
第１回宇治市文化芸術振興
基本計画策定庁内連絡会議 

・宇治市文化芸術振興基本計画の概要に 
ついて 

令和 3年 6 月 22 日 
第１回宇治市文化芸術振興
基本計画策定にかかるワー
クショップ 

・活動の現状と課題 
・目指す姿 

令和 3年６月 29 日 

紫式部文学賞イベント実行
委員会 

・宇治市文化芸術振興基本計画の策定に 
あたって 

京都文教短期大学「宇治学」
での講義 

・宇治市で文化芸術活動に取り組むため 
には 

令和 3年 7 月 19 日 
第１回宇治市文化芸術振興
基本計画策定委員会 

・宇治市文化芸術振興基本計画の策定に 
ついて 

・宇治市文化芸術振興基本計画の骨子（案）
について 

・アンケートの実施について 

令和 3年 8 月 3 日 
紫式部文学賞イベント実行
委員会 総会 

・宇治市文化芸術振興基本計画の策定に 
あたって 

令和 3年 8 月 12 日～
令和 3年 8月 27 日 

市民・活動者アンケート調
査 

・文化芸術の鑑賞、活動の実態、目的、市
の文化芸術事業の周知度、取り組みの方
向性等について郵送とオンラインにて実施 

令和 3 年 9 月 27 日 
第２回宇治市文化芸術振興
基本計画策定庁内連絡会議 

・アンケート調査結果について 
・計画の骨子について 

令和 3年 10 月 18 日 
第２回宇治市文化芸術振興
基本計画策定委員会 

・アンケート調査結果について 
・計画の骨子について 

令和 3年 10 月 27 日 
第３回宇治市文化芸術振興
基本計画策定にかかるワー
クショップ 

・計画の骨子について 

令和 3年 11 月 15 日 
第３回宇治市文化芸術振興
基本計画策定庁内連絡会議 

・計画の初案（案）について 

令和 3年 11 月 16 日 高校生への聞き取り 
・新型コロナウイルス感染症の影響 
・宇治市の魅力やその情報を収集する方法 
・今後の活動について 

令和 3年 11 月 22 日 
第 3 回宇治市文化芸術振興
基本計画策定委員会 

・計画の初案（案） 
・パブリックコメントの実施について 

令和 3年 12 月 24 日
～令和 4年 1月 24 日 

パブリックコメント ・計画の初案について 

令和４年２月 10 日 
第 4 回宇治市文化芸術振興
基本計画策定委員会 

・パブリックコメントの結果について 
・計画の最終案について 

 


